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序  文

仙台市の文化財保護行政に対しまして、日ごろから多大な御協力を賜り、まことに感

謝にたえません。

市内南西部の山田・富田地区周辺は、市内でも遺跡が数多く分布する地域であり、そ

のなかでも上野遺跡は、「縄文の森」として整備事業が行われる山田上ノ台遺跡ととも

に、市内の代表的な縄文時代の集落跡のひとつです。

今回の発掘調査は、これまで竪穴住居跡が多く発見されている居住地域の東側にあた

り、フラスコ状の上坑が数多く発見され、この時代の集落構造を考える上で貴重な成果

が得られました。

先人たちの残した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ次の世代に継承して

いくことは、現代に生きる私たちの大きな責務であると考えております。また、文化財

の保護につきましては、地域の皆様の深い御理解と御協力が必要となります。

その意味でも、今回の調査成果が地域の歴史を解き明かしていくための貴重な資料と

なり、多くの方々に活用されれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行に際しまして、御協力くださ

いました皆様に深く感謝申し上げる次第です。

平成16年 3月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉



例  言

1.本書は、宮城県仙台市大白区富田字上野西・上野中地内に所在する「上野遺跡」の平成15年度確認調査・第 5

次発掘調査報告書である。確認調査は当初第 4次発掘調査として、確認調査及び本調査を行ったものである。平

成15年度の調査が終了した時点でこれまでの本遺跡の調査履歴を検討して、調査次数を確認し、本調査には調査

次数を付し、確認調査には調査次数を付さないこととした。そのために、平成15年度の第 4次調査については確

認調査部分を確認調査とし、本調査区は第 5次調査 1区、第 5次調査区は第 5次調査 2区 と改めた。

2.本遺跡の調査は、都市計画衡路富沢山田線建設に伴う事前調査として行われたものである。

3.調査期間及び、調査面積は以下の通りである。なお、第 5次調査の面積は,確認調査区120Υ (ト レンチ 4箇所

分)を含む数値となっている。

確 認 調 査  平成15年 10月 27日～平成15年 12月 19日  600r

第 5次調査  平成15年■月26日～平成16年 1月 20日  4104f

4.本書の作成・編集は、仙台市教育委員会文化財課 工藤信一郎、株式会社玉川文化財研究所 戸田哲也が行った。

5.本書の執筆は、工藤信一郎の責任と指導のもとに、株式会社玉川文化財研究所 中山 豊が行った。

6.本書に係わる一切の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

〔上野遺跡発掘調査一覧〕

調査次数 調査年度 調査原因 文  献

第 1次 1976(昭 和51)年 青少年文化財講座
上野縄文時代遺跡発掘調査市民報告会資料

(昭和51年 12月 )

第 2次 1981(昭 和56)年 個人住宅建築 (浄化槽)
市教委第37集 仙台平野の遺跡群 I「上野遺跡」

(昭和57年 3月 )

第 3次
1983(昭 和58)年

1985(昭 和60)年
市道十文字線整備

市教委第88集 上野遺跡―市道十文字線関係調査略報
(昭和61年 3月 )

第 4次 1987(昭 和62)年 電力鉄塔改築
市教委第127集 上野遺跡一電力鉄塔関係発掘調査報告書

(平成元年 3月 )

第 5次 2003 (ヨ『 月比15)とF 都計街路富沢山田線建設
市教委第278集 上野遺跡―平成15年度確認調査・

第 5次発掘調査報告書 (平成16年 3月 )

例

1.遺構の記号は竪穴住居跡をSI、 掘立柱建物跡をSB、 土坑をSK、 その他の遺構 (埋設土器・配石・遺構プ

ラン)を SXと している。

2.土層説明の上色は農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所 色票監修『新版 標準

土色帖』1994年版を使用した。
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5号土坑 (SK5)全景 (】ヒ西から)            35号 土坑 (S K35)全景 (西から)

5号土坑 (SK5)土層断面 (北西から)          1号 掘立柱建物跡 (SBl)全景 (北東から)

10号土坑 (S K10)全 景 (南から)             第 5次調査 1区南東壁土層断面 (西から)

10号土坑 (S K10)土層断面 (】ヒから)           第 5次調査風景 (南西から)

図版 8 11号土坑 (S Kll)全 景 (南西から)        図版13 2ト レンチ 1号土坑 (SKl)出土土器

11号土坑 (S Kll)土 層断面 (南西から)          2ト レンチ包含層出上土器

12・ 13号土坑 (S K12・ 13)全景 (南西から)   図版14 5ト レンチ包含層出土土器

12号土坑 (S K12)大形把手出土状態 (南西から) 図版15 6ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土土器

14～ 16号土坑 (S K14～ 16)全景 (】ヒ東から)        6ト レンチ包含層出土土器

14号土坑 (S K14)土層断面 (南東から)      図版16 7ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土土器



7ト レンチ 2号住居跡 (S12)出 土土器

図版17 7ト レンチ 1号埋設土器 (SXl)出 土上器

7ト レンチ包合層出土土器

図版18 7ト レンチ包含層出土土製品

10ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土土器 (1)

図版19 10ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土土器 (2)

図版20 ■トレンチ包含層出土土器・土製品

12ト レンチ包含層出土土器 (1)

図版21 12ト レンチ包含層出土土器 (2)

13ト レンチ 1号溝状プラン (SXl)出 土土器

(1)

図版22 13ト レンチ 1号溝状プラン (SXl)出土土器
(2)

図版23 13ト レンチ 1号溝状プラン (SXl)出 土土器

(3)

図版24 13ト レンチ 1号溝状プラン (SXl)出 土土器

(4)

13ト レンチ包含層出土土器 (1)

図版25 13ト レンチ包含層出土土器 (2)

図版26 15ト レンチ包含層出土土器

17ト レンチ包含層出土土器

1号掘立柱建物跡 (SBl)出 土土器

1・ 5。 10・ 12・ 16・ 18号土坑 (SKl・ 5,10。

12・ 16・ 18)出土土器

図版27 21号土坑 (S K21)出土土器

図版28 25号土坑 (S K25)出 土土器

30号土坑 (S K30)出 土土器

図版29 31号土坑 (S K31)出 土土器

包含層出土土器

図版30 1ト レンチ包含層出土石器

4ト レンチ包含層出土石器

6ト レンチ包合層出土石器

図版31 5ト レンチ包合層出土石器

図版32 7ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土石器

7ト レンチ 2号住居跡 (S12)出 土石器

7ト レンチ包含層出土石器

図版33 10ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土石器

18ト レンチ包含層出土石器

13ト レンチ 1号溝状プラン (SXl)出 土石器

図版34 13ト レンチ包含層出土石器

5号土坑 (SK5)出 土石器
21号土坑 (S K21)出 土石器

図版35 25号土坑 (S K25)出 土石器

包含層出土石器



第 I章 調査の概要

第 1節 調 査 要 項

1)確認調査

遺 跡 名  上野遺跡 (官城県遺跡番号01002 イ山台市文化財登録番号C-108)

所 在 地  宮城県仙台市太白区富田字上野西・上野中地内

調査主体  仙台市赦育委員会 (生涯学習部文化財課)

調査担当  調査係   主査 佐藤甲二

調査係   主事 工藤信一郎

調査員      中山 豊 (株式会社玉川文化財研究所)

調査補助員    鈴木啓介 (株式会社玉川文化財研究所 )

調査期間  平成15年 10月 27日 ～同年12月 19日

調査面積  確認調査  600ar

2)第 5次調査

遺 跡 名  上野遺跡 (宮城県遺跡番号01002 仙台市文化財登録番号C-108)

所 在 地  宮城県イ山台市太白区富田字上野中地内

調査主体  仙台市荻育委員会 (生涯学習部文化財課)

調査担当  調査係   主査 佐藤甲二

調査係   主事 工藤信一郎

主任調査員    小林義典 (株式会社玉川文化財研究所)

調査員      中山 豊 (株式会社玉川文化財研究所 )

調査補助員    鈴木啓介 (株式会社玉川文化財研究所、平成15年 12月 8日 ～同年12月 26日 )

調査補助員    前川昭彦 (株式会社玉川文化財研究所、平成16年 1月 6日 ～同年 1月 19日 )

調査期間  平成15年 11月 26日 ～平成16年 1月 20日

調査面積  410Υ (ト レンチ 4ヵ 所分 〔120Υ 〕重複)

第 2節 調査 に至 る経緯

今回の発掘調査は、官城県仙台市太白区富田字上野西・上野中地内に計画された都市計画街路富沢山田線建設に

伴う事前調査として実施されたものである。仙台市教育委員会と仙台市太白区建設部建設課の協議により、平成14

～17年度に確認調査及び本調査を実施することとなった。

初年度の平成14年度は、遺跡範囲の西端域にあたる約1,350Υ の建設予定地内を対象とした確認調査が仙台市教

育委員会によって行われている。遺構は発見されず、わずかな量の縄文土器破片が出上したのみであった。

平成15年度の調査は、仙台市教育委員会の指導により、株式会社玉川文化財研究所 (所長 戸田哲也)が行った。

調査は確認調査と第 5次調査に分けられ、確認調査は平成14年度確認調査区の東側全域にわたる計画衡路内の約

7,000rを対象として実施した。第 5次調査では、確認調査の結果明らかとなった遺構分布範囲の東端部410rを対



象とした本調査を実施した。

確 認 調 査  平成15年 10月 27日 ～平成15年 12月 19日  600ぽ

第 5次調査  平成15年 11月 26日～平成16年 1月 20日   410ぽ (重複120r)

調査終了後は、年度末の報告書刊行に向けて図面 。遺物整理を開始した。

第 3節 遺跡 の概観

上野遺跡は、宮城県仙台市太白区富田字上野西・上野中地内に所在し、 JR東北本線仙台駅の南西約6.51an、 同

じく長町駅の西約3.5�、地下鉄南北線富沢駅の西約 2面に位置する。地形的には、仙台市の南側を南東方向に流

れる名取川下流域の左岸にあたり、広瀬川と名取川に挟まれた通称「名取台地」の東端に立地する。名取川は本遺

跡の南約700mに あり、この付近から川幅が広 くなる。広瀬川との合流点は遺跡の東約 5 kmの地点となる。遺跡は

周囲との比高差約 4～ 8m、 範囲約800× 700mを測る標高約30mの独立した河岸段丘上に広がる。今回調査した平

成15年度確認調査・第 5次調査地点は、遺跡範囲の南端を東西に横切る市道富沢山田線の北側に沿った区域である。

この計画衡路範囲は東西約280m。 南北15～40m、 平坦ながらも東側へ緩やかに傾斜する。本調査区はその東端に

位置し、段丘の東側段丘崖縁辺にあたる。数十年前までこの段丘崖の下には湧水を溜めた「イケ」 (洗い場)が点

在し、生活用水として利用されていた。今回の事業予定区域の東端にも、湧水がほとんど見られなくなったが 2ヵ

所の「イケ」が確認できる。

上野遺跡は01002(C-108)と して登録され (仙台市荻育委員会 1995)、 古くから知られている仙台市域を代表

する縄文時代遺跡である (松本 1930、 伊東 1950)。 過去に行われた上野遺跡の調査は、遺跡範囲の西端を南北に延

びる市道十文字線沿線域を対象とした第 3次調査 (金森・工藤・千葉 1986)、 今回調査した地区の隣接地にあたる

電力鉄塔建設に伴う第 4次調査 (結城 1989)があり、他に1976年、1981年 にも小規模な調査が行われている (主浜

1995・ 結城 1989)。 平成14年度には、今回の調査に先立って行われた仙台市教育委員会による市道富沢山田線の西

端域での確認調査がある。

上野遺跡の周辺における縄文時代の主な遺跡は、本遺跡西方の河岸段丘上に①北前遺跡、②山田上ノ台遺跡、本

遺跡が立地する段丘西側に隣接する一段低い扇状地に③山田条里遺跡、北方の丘陵地に④三神峯遺跡、東方の低地

に⑤富沢遺跡、⑥山口遺跡、⑦下ノ内浦遺跡、③下ノ内遺跡、③伊古田遺跡、⑩六反田遺跡が位置し (仙台市史編

さん委員会 1995等 )、 本遺跡と同じ縄文時代中期の集落遺跡は、①北前遺跡 (大木 9式 )、 ②山田上ノ台遺跡 (大木

10式 )、 ③下ノ内遺跡 (大木10式)のはか下ノ内遺跡に東隣する⑩六反田遺跡 (大木 8b・ 10式)がある。

第 4節 調査の経過

今回報告する上野遺跡の発掘調査は、第 1節で述べたように確認調査・第 5次の 2回にわたり行った。本節では、

その調査経過と概要について順を追って述べる。

1)確認調査

確認調査は建設予定地内に 3× 10mの トレンチ (確認調査区)を 22箇所設定し、西から東に向かって算用数字の

1～ 22を付した (第 3図 )。 調査方法は重機による表土掘削を行い、その後人力による遺構検出・精査を実施した。

遺構確認が不明瞭な場合には一部を掘り下げて精査したが、将来本調査が行われることを前提とした調査であった

ことから、遺構の性格をある程度把握した時点までの精査にとどめた。各々のトレンチとも遺構・遺物の有無、土



←本遺跡 ①北前遺跡 ②山田上ノ台遺跡 ③山田条里遺跡 ④三神峯遺跡 ⑤富沢遺跡
①山口遺跡 ⑦下ノ内浦遺跡 ①下ノ内遺跡 ③伊古田遺跡 ⑩六反∬遺跡

第1図 遺跡の位置と周辺遺跡 (1/25,000)

第 2図 過去の調査地点と今年度調査地点 (1/10,000)



層堆積の観察・記録を行った。平成15年 11月 4日 、 1ト レンチから確認調査区の掘削を開始し、民家の入口に隣接

する8,9ト レンチを除いた20箇所の調査を実施した。 1ト レンチでは遺構の確認はなく、 2～ 4ト レンチでは散

漫な遺構分布であった。 5ト レンチ以東で遺構プランの重複が認められ、 6・ 7ト レンチでは竪穴住居跡や埋設土

器を伴う著しい遺構重複を確認するに至った。平成15年 11月 14日 、仙台市荻育委員会との協議・指導により、本遺

跡の遺構分布の東限域を確定するため、10ト レンチ以東は東端部の22ト レンチから西側に向けて、調査を進めるこ

ととなった。その結果、遺構は 6～ 10ト レンチにかけて特に高い密度で分布し、粗密はあるものの最東端の22ト レ

ンチまで遺構の分布が広がることが明らかとなった。

平成15年 11月 19日 、仙台市荻育委員会との確認調査の内容検討・協議により、本調査区が確定した。 (第 5次調

査 1区 )。 街路建設計画の関係上、遺跡東端の21・ 22ト レンチ部分を中心とした150rで ある (第 3図 )。 本調査に

先立ち、その排土置き場と重機通路確保のため、13～ 18ト レンチを先行して調査を完了させ、埋め戻しを行った。

また、本調査と平行して 5～ 7、 10～ 12ト レンチの調査を継続し、遺物集中出上部分や一部検出した遺構 。炉跡等

の付帯施設は土嚢袋やビニールシートで養生して埋め戻した。特に遺構・遺物の確認が著しかった 6・ 7ト レンチ

では、それらを保護するため山砂によって埋め戻した。

2)第 5次調査

第 5次調査は、前述のとおり確認調査の結果を受けて遺跡東端部に調査区を設定し、平成15年 11月 26日 に開始し

た (1区 )。 確認調査の結果通りにフラスコ状土坑を主体とする土坑 7基 (フラスコ状土坑は 6基 )、 ビット数基

を検出し、西側の確認調査19・ 20ト レンチ方向へ遺構の分布が展開する状況が認められた。このことから、 1区の

西側に260Υの調査区を設定し、 2区 とした (第 3・ 40図 )。 平成15年 12月 8日 、 1区を西側に拡張する形で 2区の

調査を開始した。調査方法は 1・ 2区 ともに確認調査と同様に重機によって表土掘削し、人力によって遺構・遺物

の精査を行った。調査グリッドは座標軸に合わせた 5m方眼を基本として東―西、南一北方向に設定した。グリッ

ド呼称は調査区内を東から西へ算用数字の 1～ 9、 北から南ヘアルファベットのA～ Fを付し、その組み合わせで

表した。遺構番号は第 5次調査の 1区から2区へ通し番号を付した (第40図 )。

2区での検出遺構は土坑22基 (フラスコ状土坑は21基 )、 ピット数基である。このうち土坑 1基は 1・ 2区にま

たがって検出されたものである (S K13)。 調査区の壁にかかった遺構については仙台市教育委員会と協議の上、

一部を拡張して調査することとなった。第 5次調査で最終的に検出した遺構は、掘立柱建物跡 1棟、土坑28基 (フ

ラスコ状土坑は26基)である。

平成16年 1月 16日 、仙台市叛育委員会との現地調査終了立会いを行い、同月20日 までに埋め戻し及び現場撤収・

片付けを終了し、同日仙台市教育委員会との完了立会いを行った。現地撤収後は遺物整理・報告書作成作業に入り、

平成16年 3月 31日 に報告書刊行となった。



〇
い
〇
引
＝
＞

〇

〇

〇

引

＝

ン

〇
い
ヾ
引
＝
＞

〇

〇

寸

引

＝

＞

〇

め

い

引

＝

ヌ

〇
〇
い
「
＝
＞

〇

〇

い

引

＝

＞

X=-198550

X=一 生98600

X=-198650

X=一 生98700

}十 ~~… …
'―

F粋丁

Ｎ
枡洲
川
ホ
ー
十
‐

を  '

議勁
20T

Ｆ

Ｆ
へ

→嶺、ミ

ふ

Ｈ一
×�

確認調査区

未調査区

第 5次調査 1区

第 5次調査 2区

ヽ

0                                                                            100m

第 3図 確認調査区 (ト レンチ)及び第 5次調査区配置図 (1/1,000)



層

層

層

ａ
　
　
ｈ
】
　

Ｃ

第 5節 基 本 層 序

遺跡の上層堆積状態は、遺跡の現況に関連した攪乱が著しい部分も存在した。遺構確認面はV層上面としたが、

状況に応じてⅣ層、Ⅵ層で行った箇所もある。確認調査域の西側にあたる 1～ 5ト レンチは耕作による攪乱が著し

く、表土直下が遺構検出面となる。現況の等高線は西から東に向かって緩やかな傾斜を示し、これに関連して総じ

て西側が浅 く東側に向かうに従い確認面までの深度は深 くなる傾向が認められる。確認調査域の中央部にあたる

6・ 7・ 10ト レンチと東側の14ト レンチは良好な土層堆積が観察された。確認調査域東側のH～ 13・ 15～ 22ト レン

チは耕作に加え建物建設・解体、木根痕による攪乱が著しかった。良好な土層堆積が残る 6・ 7'10ト レンチでは

黒色土中に埋設土器や配石状遺構が検出されている。土層断面の観察では住居跡の掘り込みがⅢ層上面にまで達し

ていた。今後行われる本調査に際し、良好な土層堆積が認められた確認調査域中央部では、黒色土中 (Ⅲ層上位)

での遺構確認が想定できよう。

本遺跡の基本層序は、以下のとおりである。なお、各確認調査区の報告中に土層堆積図を示したことから、柱状

図は図示しなかった。

褐色砂質シルト(lllYR4/4～ 6)現表土・耕作土層である。締まり、粘性に欠く。

暗褐色砂質シルト(10YR3/4)旧耕作土層である。締まり、粘性は弱い。

にがい黄褐色粘土質シルト(10YR4/3)責 色 (V層)のプロックを多量に合み、締まり、粘性弱い。耕作

Ⅱ 層 黒褐色粘土質シルト(10YR2/3)

に伴うトレンチャー等を主体とする攪乱土層である。

締まりは強く、粘性あり。縄文時代中期の土器片を多量に含む遺物包合層

である。遺構の推積土も本土層に類似したものが多い。なお、 6ト レンチ

ではI層に対比される土層を a・ bの 2層に細分した。Ia層は黒褐色

(10YR2/3)で締まり・粘性とも強いが、攪乱気味の土層であり、ボソボ

ソしている。Ib層は暗褐色 (10YR3/3)で締まり・粘性とも強い土層で

ある。いずれも多量の上器片を含んでいる。第 5次調査では、Ⅲ層のプロ

ックを含むIb層下位を c層 として分層できる。

締まり強く硬い。粘性あり。遺構の掘り込み面は、土層堆積の観察から本

土層上面となる。上端に遺物が含まれる箇所もあったが、基本的に無遺物

である。本土層も6ト レンチのⅢ層対比土層が a・ bの 2層に細分した。

Ⅲ a層は暗褐色 (10YR3/4)で締まり・粘性とも強く、層上端にわずかな

がら土器片が見られる。Ⅲb層は褐色 (10YR4/4)で、締まりは非常に強

く硬い。粘性も強い。土器片等の遺物は含まない。 |ヽずれも層下端にV層

の淡い斑紋が集中し、Wa層 に分層することも可能な状態が観察された。

締まり、粘性とも強 く、明褐色シルト (V層 )の斑紋を主体とする漸移層

である。層全体が淡い斑紋状を呈し、締りが強く、硬い場合も認められた。

締まり、粘性ともあり。

粗い砂粒の中に径 1～ 3 cIIl・ 5～ 10cIIlの円礫を主体的に含む。

比較的細かい砂粒を主体とし、水平・斜位のラミナが観察される。

Ⅲ 層 暗褐色粘土 (10YR3/4)

V 層 褐色シルト (10YR4/6)

V 層 明褐色シルト (10YR6/8)
Ⅵ 層 黄褐色砂礫 (10YR5/8)
Ⅶ 層 黄褐色砂 (10YR5/6)



第Ⅲ章 確

本章では、各 トレンチごとに土層堆積状況、検出したプラン・遺構と遺物について報告するが、第 5次調査区と

重複する19～ 22ト レンチの上層断面図については割愛した。また、明らかに現代の攪乱と確認できたものについて

は トレンチ平面図から除外してある。

遺構の調査はプラン確認を前提としたため、サブトレンチを含めた掘り下げや半我による遺構精査は一部の遺構

を除いて基本的に行っていない。従って、遺構の性格・種別まで把握していないものについては「土坑状プラン」、

「ビット状プラン」のように想定される遺構名称に「～状プラン」と呼称し、複数の遺構が重複する不整形のプラ

ンについては、「遺構重複状プラン」と呼称した。こうしたことから、プラン確認段階の遺構には遺構番号を付し

ていない。出土遺物があった場合や遺構の性格 (種類)力 掴ゝめたものについてはトレンチごとに通し番号を付した。

第 5次調査区となった19～22ト レンチについては、本調査時の遺構番号を使用した。なお、 トレンチ別の検出遺構

一覧は第 1表 として示してある。

第 5次調査において、風倒木痕 。その他不明瞭な平面形態や推積土を持つプランに縄文時代の上坑が含まれてい

ることが分かった。従って、風倒木痕等の疑いのあるプランについても遺構に合めた。

配石を伴う遺構や遺構に関連する状態の遺物については、限られた調査範囲内では帰属遺構や新旧関係の詳細が

掴みにくいことから取り上げを行っていない。これらは将来の本調査に委ねることとし、ブルーシートや山砂、土

裏袋等による養生を施して埋め戻した。

第 1表 上野遺跡確認調査区における確認遺構・プランー覧表

トレンチ名 確 認 遺 構 プ  ラ  ン

1ト レンチ 無 し

2ト レンテ フラスコ状土坑 1基、土坑状プランlヵ 所

3ト レンチ 土坑状プランlヵ 所

4ト レンチ 土坑状プランlヵ 所、ピット状プラン12カ 所

5ト レンチ 遺構重複状プランlヵ 所、ビット状プラン9ヵ 所

6 トレンチ 住居跡 1軒、埋設土器 2基、配石状遺構 lヵ 所、ピット状プラン3カ 所

7ト レンチ 住居跡 2軒、埋設土器 2基、ピット状プラン14カ 所

8 トレンチ 未調査

9 トレンチ 未調査

10ト レンテ 住居跡 1軒、土坑状プランlヵ 所、ピット状プラン9ヵ 所

11ト レンチ 土坑状プランlヵ 所

12ト レンチ 遺構重複状プラン2ヵ 所、ピット状プラン4ヵ 所

13ト レンチ 溝状プランlヵ 所、ピット状プラン3カ 所

14ト レンチ 土坑状プラン4カ 所、ピット状プラン5カ 所

15ト レンチ 遺構重複状プラン1カ 所、土坑状プラン7カ 所

16ト レンチ 遺構重複状プランlヵ 所、土坑状プラン2ヵ 所

17ト レンチ 土坑状プラン2ヵ 所

18ト レンチ 遺構重複状プランlヵ 所

19ト レンチ フラスコ状土坑 2基、土坑状プランlヵ 所

20ト レンチ 土坑状プラン3カ 所

トレンチ フラスコ状土坑 1基、土坑状プラン3ヵ 所

22ト レンチ フラスコ状土坑 1基



Iト レンチ (第 4図、図版 2)

1ト レンチは10× 3m(30留 )、 V層までの深度は約50帥を測る。土層堆積状態は耕作に伴う攪乱が著しく、 I

層直下にV層が露出する状況である。確認面も耕作による凹凸が著しく、こうした攪乱部の掘り下げも行ったが遺

構は確認されなかった。遺物は縄文時代中期の土器・石器が少量出土した。

包含層出土遺物 (第 12図、第 2表、図版30)

2点の石器が出土し、内訳はスクレイパー 1点、崇J片 1点である。その内スクレイパーを図示した。

2ド レンチ (第 4図、図版 2)

2ト レンチは10× 3m(30r)、 V層までの深度は約60clllを測る。土層堆積状態は耕作に伴う攪乱が著しく、 I

層直下にV層が露出する状況である。確認した遺構は、円形土坑状プラン 2ヵ 所である。そのうち南東隅のプラン

については、サブトレンチによって壁が内傾して立ち上がるフラスコ状土坑 (SKl)で あることを確認した。遺

物は縄文時代中期の上器・石器が少量出上した。

1号土坑 (SKl)出土遺物 (第 12図、第 3表、図版13)

土器は縄文時代中期の大木 8a～ 9式土器が出土している。

包含層出土遺物 (第 12図、第 4表、図版13)

土器は縄文時代中期の大木 8b～ 9式土器が出土している。13は小形土器の破片である。

石器は 2点が出上し、内訳は砥石 1点、剣片 1点である。

3ト レンチ (第 5図、図版2)

3ト レンチは10× 3m(30ぽ )、 V層までの深度は約50clllを測る。土層堆積状態は耕作に伴う攪乱が著しく、 I

層直下にⅥ層が露出する状況で、V層は一部に薄く残存するのみである。確認した遺構は円形土坑状プラン lヵ 所

である。遺物は縄文時代中期の土器破片が少量、象J片 1点が出土した。

4ト レンチ (第 5図、図版 2)

4ト レンチは10× 3m(30r)、 V層までの深度は約40clllを測る。土層堆積状態は、耕作に伴う攪乱によりI層

直下にⅣ・V層が露出していた。確認した遺構は、長精円形土坑状プラン lヵ所、ビット状プラン12ヵ 所である。

ビット状プランには木根痕も含まれている可能性がある。遺物は縄文時代中期の上器・石器が少量出上した。

包含層出土遺物 (第 13図、第 5表、図版30)

本 トレンチからは 1点の微細象↓離痕のある象1片が出土し、それを図示した。

5ト レンチ (第 5図、図版 2)

5ト レンチは10× 3m(30142)、 v層までの深度は約50clllを測る。土層堆積状態はトレンチ北側では耕作に伴う

攪苦しによりV層が露出する状況であったが、南側にはⅢ層以下が残されていた。本トレンチのⅢ層下半はV層の淡

い斑紋・粒子が見られ、V層に分層することも可能である。確認した遺構は、遺構重複状プラン lヵ 所、ビット状

プラン 9ヵ 所である。遺構重複状プランはトレンチ南側に位置し、住居跡や複数の上坑が重複したものと考えられ

る。この範囲内で縄文時代中期の土器破片が集中する箇所が確認され、また土師器界の半完形 2点が出上している。

これらの遺物は土嚢袋によって養生し埋め戻した。

包含層出土遺物 (第 13～ 15図、第6表、図版14)

土器は縄文時代中期の大木 8b～ 9,10式土器が出土した (第 13・ 14図 )。 26は漆と考えられる黒色の付着物が見



られる胴部破片、27は注目土器の注目部である。28はミニチュア土器の完形品である。図版14の写真資料としたも

のは焼粘土塊と考えられる。図化しなかったが、埋め戻した遺物以外にも赤焼土器 (高台付きの外)1個体、黒色

処理のロクロ土師器外破片 6点 (同一個体)が出上している。

石器は20点出土した。内訳はスクレイパー 6点、凹石 2点、面取り状の磨面を持つ磨石 2点、石皿 2点、砥石 1

点、票J片 5点 (微細禁J離痕のあるもの 3点を含む)、 珪化木破片 2点である。その内 8点を図示した (第 14・ 15図 )。

29～ 32はスクレイパー、33は凹石、34は面取り状の磨面を持つ磨石、35・ 36は石皿である。

6ト レンチ (第 6図、図版 3)

6ト レンチは10× 3m(30r)、 V層までの深度は約80clllを測る。土層堆積状態は良好である。工層以下の土層

堆積を観察できたが、遺物包含層と遺構堆積上の差は掴みきれなかった。本 トレンチでⅢ a・ b層 とした土層は、

遺物包含層ではなく遺構堆積土になる可能性が高い。また、Ⅲb層下端にはV層の淡い斑紋が見られ、Ⅳ層に分層

可能かもしれない。サブトレンチと平面での精査を繰り返した結果、確認された遺構は住居跡 1軒、埋設土器 2基、

配石状遺構 lヵ 所、ビット状プラン 3ヵ 所である。

住居跡はトレンチ北端に位置し、複式炉の一部を検出した (S11)。 土器埋設は深鉢形土器 2個体が重複し、

トレンチ南西隅に位置する (SXl[】ヒ西側],SX2[南 西側])。 SXl・ 2と も大木 9～ 10式上器である。配
石状遺構は土器埋設と関連するようにトレンチ南側に位置し、 トレンチ外へ展開する (SX3)。 ビット状プラン

は住居跡に伴う可能性がある。複式炉とその周辺遺物、埋設土器、配石状遺構は検出した状態のままブルーシート

と山砂で養生し埋め戻した。遺物は縄文時代中期の上器・石器が多量に出上した。

1号住居跡 (S11)出土遺物 (第 16図、第 7表、図版15)

土器は縄文時代中期の大木 8a～ 10式上器が出土している。

石器は 3点が出上し、内訳は凹石 1点、剣片 1点、珪化木破片 1点である。その内凹石を図示した。

包含層出土遺物 (第 16～ 19図、第 8表、図版15。 30)

土器は縄文時代中期の大木 8a～ 10式上器が出上している (第 16・ 17図 )。

石器は48点の石器が出上し、内訳はスクレイパー 1点、敲石 3点、凹石H点、磨石14点 (面取り状の磨面を持つ

もの 3点を合む)、 石皿 3点、台石 4点、砥石 2点、石棒 1点、剣片 4点 (微細崇↓離痕のあるもの 2点を含む)、

石核 3点、珪化木破片 2′くである。その内17′ミを図示した (第 17～ 19図 )。 35は微細景!離痕のある象↓片、36はスクレ

イパー、37は素↓片素材の石核、38～40は敲石、41・ 42は凹石、43～ 46は磨石、47は面取り状の磨面を持つ磨石、48・

49は台石、50は石棒、51は砥石である。

7ト レンチ (第 6図、図版 3・ 4)

7ト レンチは10× 3m(304f)、 V層までの深度は約70clllを測り、土層堆積状態は良好である。表土直下からト

レンチ全体が遺構堆積土と推測でき、住居跡を中心とした著しい遺構重複を示す。サブトレンチと平面での精査に

より、住居跡 2軒、埋設土器 2基、ビット状プラン14ヵ 所の遺構を確認した。

住居跡はトレンチの南端 (S11)と北端 (S12)に位置する。S11に は埋設土器を伴う複式炉を検出した。
南壁西寄りからは焼土が検出され、 S12に伴う炉跡と考えられる。また、 S12北壁寄りからは、複数の凹石が

集積された状態で出土し、隣接して石錐も認められた。S11・ 2の中間域も住居跡となる可能性が強い。埋設土

器は深鉢形土器 2個体が接した状態でトレンチの中央部に位置し (SXl[耳ヒ西側]。 SX2[南 西側])、 S11

と重複する。重複関係は古→新の順でS11→ SX2と なる。ビット状のプランは住居跡に伴う柱穴の可能性があ
る。これらの遺構 。遺物は検出した状態のままブルーシートと山砂で養生し埋め戻した。遺7/Jは縄文時代中期の土



器・石器が多量に出上し、 SXl・ 2周辺からは土偶 1点が検出された。他に須恵器破片 2点がある。

1号住居跡 (S11)出土遺物 (第20図、第 9表、図版16・ 32)

土器は縄文時代中期の大木 8b～ 10式が出上している。縄文土器のほかに須恵器の鉢を含む破片 2点が出土して

いる。

石器は17点が出上し、内訳はスクレイパー 2点、凹石 7点、磨石 5点、微細剣離痕のある象!片 1点、象J片 2点で

ある。その内 7点を図示した。13・ 15はスクレイパー、14は微細崇J離痕のある剣片、16・ 17は凹石、18は磨石、19

は面取り状の磨面を持つ磨石である。

2号住居跡 (S12)出土遺物 (第21図、第10表、図版16・ 32)

土器は縄文時代中期の大木 8a～ 10式が出上している。

石器は10点が出土し、内訳はスクレイパー 2点、剣片 8点 (微細剣離痕のあるもの 1点を含む)である。その内

2点を図示した。17はスクレイパー、18は微細禁↓離痕のある棄J片である。

1号埋設土器 (SXl)(第 22図、第H表、図版17)

1～ 8は埋設土器の一部で、縄文時代中期の大木10式である。

包含層出土遺物 (第22～24図、第12表、図版17・ 18。 32)

S13と して取り上げた S11と S12の中間域出土遺物も包含層遺物に合めた。

土器は縄文時代中期の大木 8a～ 10式が出上している (第 22・ 23図 )。 2・ 3、 7・ 8、 20・ 21はそれぞれ同一個

体の上器である。27は土偶の脚部破片で、上面の割れ面は接合面となる。

石器は45点が出上し、内訳はスクレイパー 4点、石匙 1点、打製石斧 1点、敲石 1点、凹石13点、磨石 8点、石

皿13点、微細象J離痕のある剣片 4点、石核 1点である。その内13点を図示した (第 23・ 24図 )。 29は石匙、28,30は

スクレイパー、31～33は微細象I離痕のある剣片、34は打製石斧、35は敲石、36～38は凹石、39・ 40は石皿である。

10ト レンチ (第 7図、図版 4)

10ト レンチは10× 3m(30Υ )、 V層 までの深度は約50clllを測る。上層堆積状態は一部に現代の攪乱が見られた

が、工層以下の土層堆積を観察でき、総じて良好である。確認遺構は住居跡 1軒、土坑状プラン lヵ所、ビット状

プラン 9ヵ 所である。

表土掘削時からトレンチ南半部で顕著な遺物出土があり、精査を重ねたが粥瞭なプランを検出できなかった。そ

のため、トレンチ壁面の上層観察から遺構の有無を確認することにし、その住居跡 1軒を確認した (S11)。 ト

レンチ南東部に塩化ビニール管が設置されていたが、この区域はS11と なることが判明したことから表土除去後、

それ以下の掘削は行わなかった。 トレンチ西壁の住居跡断面にかかった大形土器破片は取り上げず、ビニールで被

覆・保護し埋め戻した。また、S11を切り込む土層から完形の土師器外 1点がトレンチ西壁南端から出上したが、

これも同様に埋め戻した。ビット状プランはS11に伴うものを含むと考えられる。土坑状プランは二次堆積土あ

るいは風倒木痕となる可能性もある。遺物は縄文時代中期の上器・石器が多量に出上した。

1号住居跡 (Sli)出土遺物 (第 25～27図、第13表、図版18。 19・ 33)

土器は縄文時代中期の大木 8a～ 10式が出上している (第 25・ 26図 )。

石器は12点が出上し、内訳はスクレイパー 1点、石匙 1点、象!片 8点、と化木破片 2点である。その内、石匙 1

点を図示した (第27図 )。

包含層出土遺物 (第27図、第14表、図版32)

縄文時代中期の上器少量、石器 7点 (凹石 1点、面取り状の磨面を持つ磨石 1点、石皿 1点、崇j片 4点)が出土

している。剣片以外の石器を図示した。



11ト レンチ (第 7図、図版 4)

Hト レンチは10× 3m(30142)、 v層までの平均深度は約50clllを測る。土層堆積状態は近年の建築・解体工事と

耕作に伴う攪乱が著しく、一部に工層堆積が見られたものの I層直下にⅣ層が露出する状況であった。確認した遺

構は不整形土坑状プラン lヵ 所であるが、風倒木痕等の攪乱である可能性もある。遺物は縄文時代中期の上器・石

器が少量出土した。

包含層出土遺物 (第 28図、第15表、図版20)

土器は縄文時代中期の大木 8a・ 8b式が出土している。11は上半身板状を呈する土偶の腕部破片である。

石器は 2点が出土し、内訳は石棒 1点、象J片 1点である。その内石棒 1点を図示した。12は石棒の基部破片であ

る。

12ト レンチ (第 8図、図版 4)

12ト レンチは10× 3m(30m2)、 v層までの深度は60cIIlを測る。上層堆積状態は近年の建築・解体工事と耕作に

伴う攪乱が著しく、 I層直下にⅣ層が露出する箇所も見られた。現代の攪乱が位置していたトレンチ中央よりやや

南寄りの約 3× 3mを V層中まで掘り下げ、Ⅲ層以下の土層堆積を観察した。確認した遺構は遺構重複状プラン 2

ヵ所、ビット状プラン 4ヵ 所である。

トレンチの北半は全体が遺構重複状プランで、一部にⅢ層が認められた。プラン内には多量の縄文中期の土器破

片・石器を含む。トレンチ南側の不整形な遺構重複状プランとビット状プランには、木根痕等の攪乱を含むようで

ある。出土遺物には縄文時代遺物のほかに土師器破片 3点がある。

包含層出土遺物 (第 28・ 29図、第16表、図版20・ 21)

包含層遺物は、トレンチ北半の遺構重複状プラン検出時に出土したものが大半である。

土器は縄文時代中期の大木 7b～ 9式が出上している (第 28・ 29図 )。 16は小形土器の破片である。 9。 13は同一

個体の上器である。縄文土器のはかに内面黒色処理のロクロ土師器破片 2点 (不破片 1点、甕破片 1点 )、 古墳時

代に遡る可能性のある土師器小破片 1点が出土している。

石器は 2点が出土し、内訳は凹石 1点、象J片 1点である。その内、凹石 1点を図示した (第 29図 )。

i3ト レンチ (第 8図、図版 5)

13ト レンチは10× 3m(30Υ )、 Ⅳ層までの深度は約75clllを測る。土層堆積の状態は近年の攪乱が著しいが、 I

層直下にⅢ層を確認面とする遺構堆積上が残存する。確認した遺構は溝状プラン (SXl)lヵ 所、ビット状プラ

ン 3ヵ 所である。

SXlは トレンチ中央部をほぼ南北方向に縦走し、プラン縁辺が断層状のひび割れが観察される箇所もある。複

数の遺構が重複したものとも考えられ、南側からは大形破片を含む多量の縄文土器が出土した。この区域の約 3×

3mをⅣ層上面まで掘り下げたが、ビット状プランを検出したにとどまった。出土遺物は多量の縄文中期の上器・

石器のほかに土師器破片 2点である。

1号溝】犬プラン (SXl)出土遺物 (第 30～33図、第17表、図版21～24 33)

土器は縄文時代中期の大木 7b～ 8b式が出上し (第30～ 33図 )、 9'27に は補修孔が見られる。図版24の写真資

料としたものは焼粘土塊または土製品と考えられる。

石器は35点が出土し、内訳はスクレイパー 7点、石匙 2点、クサビ形石器 2点、象」片22点 (微細象1離痕のあるも

の 4点を含む)、 石核 2点である。その内11点を図示した (第33図 )。 44・ 46・ 47は石匙、45・ 48・ 50はスクレイパー、



49・ 53はクサビ形石器、51・ 52は石錐、54は凹石である。51の刃部には錐状を呈する部分がある。53の左側縁には

転用あるいは併用を示す使用痕と考えられる微細な象J離が認められる。

包含層出土遺物 (第 34～ 36図、第18表、図版24・ 25・ 33)

SXl検出時に出土したものが大半である。

土器は縄文時代中期の大木 8a・ 8b式が出土している (第 34～35図 )。 16・ 17は同一個体、28は小形土器の破片

である。縄文土器のはかに、底面に糸切り痕を持つものを合む内面黒色処理のロクロ土師器界破片 2点が出土して

いる。

石器は13点が出土し、内訳はスクレイパー 4点 (三脚状を呈する石器 1点を含む)、 石匙 2点、敲石 1点、凹石

1点、石皿 1点、象J片 3点 (微細象1離痕のあるもの 1点を含む)、 石核 1点である。その内 9点を図示した (第 36

図)。 31・ 32は石匙、33～ 36はスクレ/パー、37は微細象↓離痕のある象」片、39は敲石である。38は三脚状を呈する

石器で、快りの強い下部を刃部としたスクレイパーの一種と考えられる。両側縁の加工は装着に関わるものかも知

れない。

14ト レンチ (第 9図、図版 5)

14ト レンチは10× 3m(304r)、 Ⅳ層までの深度は約90clllを測る。土層堆積の状態は近年の攪乱が著しいが、 I

層直下に工層以下の上層堆積を観察でき良好である。確認した遺構は円形土坑状プラン 4ヵ 所、ビット状プラン 5

ヵ所である。

円形土坑状プランはトレンチ北側に集中し、 3ヵ 所が重複する。これらには風倒木痕に特有の上層堆積が認めら

れた。ビット状プランには、木根痕も含まれている可能性がある。出土遺物はない。

15ト レンチ (第 9図、図版 5)

15ト レンチは10× 3m(30Υ )、 V層までの深度は約 lmを測る。土層堆積状態は近年の攪乱が著しく、 I層直

下にⅣ層が確認できる。トレンチ東壁中央の遺構検出部に巨木根があり、遺構保護のため無理な抜根をしなかった。

確認した遺構は遺構重複状プラン lヵ 所、円形土坑状プラン 7ヵ 所である。

遺構重複状プランは西壁中央部にあり、攪乱気味の不整形を呈する。円形土坑状プランは東壁に位置し、 7ヵ 所

中4ヵ 所と2ヵ 所が重複する。遺物は縄文時代中期の上器・石器が少量出土した。

包含層出土遺物 (第 37図、第19表、図版26)

土器は縄文時代中期の大木 8b式が出土した。

石器は 2点が出上し、内訳は敲石 1点、象J片 1点である。その内、敲石 1点を図示した。

16ト レンチ (第 10図、図版 6)

16ト レンチは10× 3m(30Υ )、 V層までの平均深度は約80cmを測る。土層堆積状態は近年の攪乱が著しく、 I

層直下にⅣ・V層を検出した。確認した遺構は遺構重複状プラン lヵ 所、土坑状プラン 2ヵ 所である。 トレンチ北

側では 3基以上の上坑状を呈するプランが重複する。特に攪乱が著しかった トレンチ南側の5.5× 3mは V層上面

まで掘り下げ、南壁から攪乱気味の上坑状プランを確認した。この区域の確認面は攪乱による凹凸が著しい。出土

遺物はない。

17ト レンチ (第 10図、図版 5)

17ト レンチは10× 3m(30r)、 V層までの平均深度は約50clllを測る。土層堆積状態は近年の攪乱が著しく、 I

13



層直下にV層が確認できる状況である。遺構確認面も攪乱による凹凸が著しい。確認した遺構は円形土坑状プラン

2ヵ所である。出土遺物は少量の縄文中期の上器破片で、石器は出土しなかった。

包含層出土遺物 (第37図、第20表、図版26)

土器は縄文時代中期の大木 8b式が出土した。

18ト レンチ (第 10図、図版 5)

18ト レンチは10× 3m(304r)、 V層までの深度は70clllを測る。土層堆積状態は近年の攪乱が著しく、 I層直下

にⅣ・V層が存在する状況である。遺構確認面も攪乱による凹凸が著しい。 トレンチ北側には民家の上間と考えら

れる層厚約20～ 35crllを測る版築状の硬い土層 (1層)が見られた。確認した遺構は遺構重複状プラン lヵ 所である。

一部を半我したが、 2～ 3基の上坑が重複した可能性もある。遺物は縄文時代中期の土器・石器が少量出土した。

包含層出土遺物 (第37図、第21表、図版33)

石器は 5点が出土し、内訳はスクレイパー 2点、微細剣離痕のある剣片 1点、磨石 1点、景1片 1点である。その

内 2点を図示した。 1はスクレイパー、 2は磨石である。

19ト レンチ (第■図)

19ト レンチは10× 3m(30m2)、 v層までの深度は約80clllを測る。土層堆積状態は悪 く、 I層直下にV・ Ⅵ層が

確認でき、近年の攪乱や推定木根痕も見られる。確認した遺構はフラスコ状土坑 2基と土坑状プラン lヵ 所で、第

5次調査の S K25。 26・ 31である。遺物は縄文時代中期の上器破片が少量出上したが、石器は出上しなかった。

20ト レンチ (第■図)

20ト レンチは10× 3m(30Υ )、 V層までの深度は80clllを測る。土層堆積の状態は悪 く、 I層直下にV層が存在

する状況である。旧民家への出入口部斜面にあたるため、生活路や水道配管等の攪乱が著しく、ゴミ穴や木根痕も

認められた。確認した遺構は土坑状プラン 3ヵ 所で、第 5次調査の S K18・ 19。 20である。出土遺物はない。

21ト レンチ (第 11図 )

21ト レンチは10× 3m(304f)、 V層までの深度は70ctllを測る。上層堆積状態は悪く、 I層直下にⅣ 'V層が存

在する状況である。台地縁辺に近いことに関連してか、本 トレンチでのⅣ・V層は汚れていたため、遺構堆積土と

の差を掴みにくい状態であった。確認した遺構はフラスコ状土坑 1基、土坑状プラン 3ヵ 所である。フラスコ状土

坑は トレンチ西壁にサブトレンチを入れ、土層断面で確認した (第 5次調査 S K13)。 また、土坑状プラン 3ヵ 所

の内 2ヵ 所は斜面堆積 (二次堆積)を成因とする「しみ」であることが第 5次調査の結果明らかとなった。出土遺

物はない。

22ト レンチ (第H図 )

22ト レンチは10× 3m(30ur)、 v層までの深度は70clllを測る。土層堆積状態は悪 く、 I層直下にⅣ・V層が存

在する状況である。本トレンチには巨木の根も多 く、木根痕による攪乱が著しかった。確認した遺構はフラスコ状

土坑 1基である (第 5次調査 SKl)。 また、 トレンチ東側からは台地東縁に並行する主軸を持つ近代以降の溝状

を呈する撹乱が検出された。遺物は縄文中期の土器が少量、石器剣片 2点が出土した。
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6ト レンチ 1号住居跡 (S11)上 層説明
1層 暗褐色 (10YR3/3)締 まりあり、粘性強い。土器破片・礫を多量、 V層粒子・炭化
物粒子を少量含む。
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器破片を微量含む。

4層 褐色 (10Y馳/6)締 まり 粘性強い。Ⅱ層粒子、 V層粒子・プロック 斑紋を多量
含む。
6ト レンチピッ ト土層説明
①層 暗褐色 (10YRプつ 締まり'粘性強い。Ⅲa層に類似し、±3/1ヽ破片を含む。下端
にV層粒子・プロックを多量含み、締まり弱い。

Ｃ
一　

日
rnl

A

C

フトレンチ 1号住居跡 (Sll)土 層説明
1層 暗褐色 (10YR3/4)締 まりややあ り、粘性強い。土器破片を多量、 V層 ブロックを
少量含む。 3層に類似する。

2層  黒褐色 (10YR2/2)締 まり非常に強 く、粘性強い。上器破片を多量、下端にV層粒
子 斑紋を少量含む。 5層 に類似する。
フトレンチ 2号住居跡 (SIα )土層説明
3層  暗褐色 (10YR3/3)締 まり弱 く、粘性強い。土器破片を少量、炭化物粒子を微量合
む。

4層  黒褐色 (10YR2/3)締 まりやや弱く、粘性強い。上器片を少量含む。下半にV層粒
子 斑紋が集中する。

5層 暗褐色 (ユ OYR3/41締 まり非常に強く硬い。粘性あり。土器破片を多量含む。
6層 明赤褐色 (25YR5/8)締まりあり、粘性弱い。焼土粒子主体。
7層 暗褐色 (10YR3/4)締 まり非常に強 く、粘性あり。 V層斑紋を少量、焼土プロック
炭化物粒子微量含む。
7ト レンチ遺構堆積土土層説明
8層 暗褐色 (10YR3/3)締 まり 粘性あり。 1・ 6層 に類似する。
9層  黒掲色 (10YR2/3)締 まり・粘性強い。下端にV層粒子 斑紋、炭化物粒子を少量
含む。
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第 7図 10。 11ト レンチ平面図・土層断面図
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14ト レンチ
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14ト レンチ土坑状プラン (3ヵ 所)土層説明
1層 暗褐色 (10YR3/41締 まり 粘性あり。 Ⅱ層に類似する。
2層 褐色 (10YR4/41締 まり強く、硬い。粘性あり。Ⅲ層に類似する。
3層 褐色 (1∝R4/6)締 まり強く、粘性あり。 V層粒子を多量含む。Ⅳ層に類似する。
4層 暗褐色 (10YR3/41締 まり強く、硬い。粘性弱い。 1・ Ⅲ層力{混 じったような土層。
5層 暗褐色 (10YR3/41締 まり・粘性弱い。Ⅱ層に類似する。
6層 暗褐色 (10YR3/3)締 まり強く、粘性あり。 Ⅱ層に類似する。
7層 暗褐色 (10YR3//3)締 まり強く、 6層 より硬い。粘性あり。 V層粒子 斑紋を含む。

15ト レンチ

15ト レンチ土坑状プラン (4ヵ 所)土層説明
1層  黒褐色 (10YR2/3)締 まり ,粘性弱い。炭化物含む。
2層 黒褐色 (10YR2/3)締 まり 粘性弱い。 1層 に類似する。
3層 黒褐色 (10YR2/2)締 まり 粘性弱い。土器破片を含む。

暗褐色 (10YR3/41締 まり。粘性弱い。 5層 に類似する。
褐色 (10YR4/41締 まり強 く、硬い。粘性弱い。皿層に類似する。
暗褐色 (10YR3/0締 まり強く、硬い。粘性弱い。 9層に類似する。
褐色 (10YR4/6)締 まり強く、粘性あり。V層粒子を多量含む。W層に類似する。
暗褐色 (10YR3/41締 まり強く、硬い。粘性弱い。 4層に類似する。
暗褐色 (10YR3/41締 まり 粘性弱い。 5層に類似する。
黄褐色 (10YR5/6)締 まり強く、粘性弱い。V層粒子・プロック主偽
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暗褐色 (loYR3海 )締まり・粘性弱い。 V層粒子 斑紋を多量含む。
暗褐色 (loYR3/41締 まり・粘性やや強い。 V層プロック・斑紋を含む。

14・ 15ト レンチ平面図・土層断面図第 9図
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16ト レンチ

遺構重複状プラン

1田
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16ト レンチ遺構重複状プラン・土坑状プラン (2ヵ 所)土層説明
1層  暗褐色 (10YR3/41締 まり ,粘性ややあり。 Ib層 に類似する。
2層 暗褐色 (10YR3/3)締 まり ,粘性強い。上器破片 V層 プロックを多量含む。
3層 暗褐色 (10YR3/3)締 まり ,粘性やや強い。土器破片を少量含む。

A

褐色 (loY陛/4)V層粒子を多量含む。
黄褐色 (loY恥/6)締まりあり、粘性弱い。全体にV層の淡い班紋を含む。
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17ト レンチ風倒木痕土層説明
3層  黒褐色 (loYR2/3)締 まり弱 く、粘性強い。
4層 暗褐色 (loYR3/41締 まりなく、粘性あ り。
5層  褐色 (10Y懃/6)締まり弱 く、粘性あり。
V層斑紋主体。

6層 褐色 (10YR4/41締 まり弱 く、粘性あり。
V層斑紋主体。

V層斑紋 プロックを多量含む。
フカフカの上層。
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18ト レンチ土層説明
1層 灰黄褐色粘土 (10YR5/2)と褐色 (10YR4/6)の 版築状の互層。民家の上間跡か ?

第10図  16・ 17・ 18ト レンチ平面図・土層断面図
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第18図  6ト レンチ包含層出土遺物 (3)
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第19図  6ト レンチ包合層出土遺物 (4)
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確認調査 トレンチ出土遺物観察表

第2表  1ト レンチ包含層出土遺物観察表
土器 法量 i cn、 ():残存値、推 :推定数値
石器 大きさ :4un、 重量 :g、 ():残存値

挿図番号 層  位 器  種 石  材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第12図 1 I 層 スクレイタミー 珪質頁岩 (322) (424) 右側欠損 K001 図版30-1

第 3表  2ト レンチ 1号土坑 (SKl)出土遺物観察表
挿図番号 層  位 器形・部位 日径×器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第12図 1 上  層 深鉢・口縁部 工」落激しい 口縁部 :隆帯による横位文様区画 隆帯端部はひだ状
橋状把手上に隆帯貼付け 頚部 :横位精円文区画

A001 図版13-1

第 2図 2 上  層 深鉢・ 口縁部 渦巻隆帯 口縁部扇状の舌状突起 (小波状)隆 帯区画内円形刺突文 A002 図版 13-2

第 2図 3 上  層 深鉢・口縁部 I」落激しい 口縁部隆帯装飾小把手 A003 図版 13-3

第 2図 4 上  層 深鉢  口縁部 口縁部の開き大 隆帝による横位の退化した渦巻文 A004 図版 13-4

第 2図 5 上  層 深鉢・口縁部 口唇部下に 1条太沈線 A005 図版 13-5

第 2図 6 上  層 深鉢・胴部 口縁部内湾 地文縄文LRを充填施文 横位窓枠状隆帯区画 A006 図版18-6

第 2図 7 上  層 深鉢・口縁部 沈線による渦巻・弧状区画文 A007 図版13-7

第 2図 8 上  層 深鉢 頸部 横位 +弧状の隆線 氣」落激しい A008 図版 13-8

第 2図 9 上  層 深鉢・胴部 地文縄文RL 弧状に隆帯貼付 A009 図版13-9

第12図 10 上 層 深鉢・胴部 地文縄文LR 隆・沈線縦位文様区画内に隆帝貼付による文様 縄文
充填施文 I」落激しい

A010 図版13-10

第 12図 11 上  層 深鉢・胴部 地文縄文RL 隆帯十沈線による縦・横位の文様区画 A01ユ 図版 13-H

第 4表  2ト レンチ包含層出土遺物観察表

挿図番号 層  位 器形・部位 日径 X器高×底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第12図 1 I 層 深外・口縁部 隆帝 +沈線による横位の渦巻・窓枠状区画 区画内に円形刺突文 A012 図版 13-1

第12図 2 I 層 深鉢・口縁部 1と 同一個体 A013 図版 13-2

第12図 3 I 層 深鉢・口縁部 劉落激しい 地文縄文不明 貼付隆帯による横位文様区画 区画内直
線・弧状の貼付隆帯

A014 図版 13-3

第12図 4 層 深鉢・口縁部 早1落激しい 地文縄文LR不明瞭 横位沈線区画内に渦巻隆帯貼付十沈線 A015 図版13-4
第12図 5 層 深鉢 ・口縁郡 口縁部文様幅狭い 口唇部下に沈線 1条 沈線下に鍔状隆帯 A016 図版13-5

第12図 6 層 深鉢・口縁部 口唇部欠損 隆帯 +沈線による横位渦巻文区画 区画内にRLの縄文 A017 図版13-6
第12図 7 層 深鉢・胴部 地文に2段の縄文磨成 撚りは不明際 横位に複数の隆帝貼付 A018 図版13-7

第12図 8 層 深鉢・胴部 磨滅激しい 地文縄文LR 縦位貼付隆帯 2条 A019 図版 13-8

第12図 9 層 深鉢・胴部 磨滅激しい 地文縄文LR 横位 。曲線の 2条 1組の隆帯貼付 A020 図版 13-9

第12図 10 層 深鉢・胴部下半 磨滅激しい 地文縄文RL 2条 1組の貼付隆帝縦位 A021 図版 13-10

第12図 層 深鉢・胴部下半 磨減激しい 地文縄文LR 2条 1組の縦位沈線区画 磨消縄文 A022 図版13-

第12図 2 層 深鉢・頸部 地文縄文RL 横位 2条 1組の平行隆帯十沈線 A023 図版13-

第12図 層 小形深鉢・頸部 地文縄文LR 横位細沈線 A024 図版13-

弟12図 層 深鉢・胴部 地文縄文RL 3条 1組の貼付隆帯十沈線による渦巻もしくは曲線文 A025 図版13-

第12図 層 深鉢・底部 地文縄文RL 3条 1組の縦位沈線区画 A026 図版13-

第 5表  4ト レンチ包含層出土遺物観察表

挿図番号 層 位 器  種 石 材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第13図 1 I層 微細子」離痕の
ある剣片

遊質頁岩 585 255 完  形 両側縁に微細剥離痕 K002 図版30-1

第 6表  5ト レンチ包含層出土遺物観察表
挿図番号 層  位 器形・部位 日径×器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第13図 1 Ib～ 2層 深鉢・口縁～

頸部
地文縄文RL 貼付隆帯十沈線による横位文様区画 渦巻文 渦巻小
突起 表面タール状付着物

A027 図版 14-1

第 3図 2 b～ 2層 深鉢・口縁部 I」落激しい 地文不明瞭 貼付隆帯十沈線による横位渦巻文区画 A028 図版14-2

第 3図 3 b～ 2層 深鉢・口縁部 景I落激しい 地文縄文不確定 (RL?)貼 付隆帯十沈線による横位渦巻文区画 A029 図版 14-3

第 3図 4 b～ 2層 深鉢・口縁部 地文縄文RL 貼付隆帝 +沈線横位区画文 A030 図版 14-4

第 3図 5 b～ 2層 深鉢・口縁部 口縁部舌状矢起 「8」 字状微隆起 区画内窪む A031 図版 14-5

第 3図 6 b～ 2層 深鉢・口縁部 貼付隆帯十沈線による窓枠状文様区画 区画内横位列点文 A032 図版14-6

第13図 7 Ib～ 2層 深鉢・口縁部 小波状 貼付隆帯十沈線横位文様区画 波頂部に渦巻貼付隆帝 隆帯
大半I」落 区画内地文縄文LR

A033 図版14-7

第13図 8 b～ 2層 深鉢・口縁部 やや弧状を呈する微隆起帯 区画内の縄文磨滅し不明瞭 (R?) A034 図版14-8

第13図 9 b～ 2層 深鉢 口縁部 横位低隆帝 +沈線 A035 図版 14-9

第13図 10 b～ 2層 深鉢・口縁部 振幅小さい波状口縁 地文縄文RL 口唇部肥厚 口唇部下に沈線 A036 図版14-10

第13図 ■ b～ 2層 深鉢・国縁部 沈線による横位及び曲線的な文様・区画 区画内縄文LRを 充填 磨消縄文 A037 図版14-11

第13図 12 b～ 2層 深鉢・口縁部 地文縄文RL 日唇部肥厚 A038 図版14-12

第13図 13 b～ 2層 深鉢 。日縁部 地文縄文RL 口縁郡端やや外反 A039 図∫板14-13



挿図番号 層 位 器形・部位 日径 X器高 X底径 文 様  地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第 18図 14 Ib～ 2層 深鉢・口縁部 口縁部文様幅狭い 貼付隆帯 +沈線 渦巻状小突起 波状口縁 A040 図版14-14

第 13図 15 Ib～ 2層 深鉢 胴部 貼付隆帝 +沈線による渦巻文 A041 図版 14-15

第13図 16 Ib～ 2層 深鉢・胴部上半 貼付低隆帯+沈線横位渦巻状文様区画 区画内ヘラ状施文具により斜
～横位列点文

A042 図版14-16

第13図 17 Ib～ 2層 深鉢・胴部 地文縄文LR 波状隆帯縦・横貼付 A043 図版14-17

第13図 18 Ib～ 2層 深鉢・顕部 地文縄文RL 貼付隆帯+沈線による横位区画文 A044 図版14-18

第13図 19 Ib～ 2層 深鉢・胴都 曲線的な貼付隆帯 区画内縄文LR充填 A04「D 図版14-19

第13図20 Ib～ 2層 深鉢・頸～胴部 剥落激しい 地文縄文RLP 太沈線による逆「U」 字あるいは波状
文磨消縄文

A046 図版14-20

第13図21 b～ 2層 深 鉢 ・ 胴 部 太沈線による曲線文区画 区画内に縄文LRを充填 A047 図版14-21

第13図22 b～ 2層 深鉢・胴部 横位短沈線 による列点文 A048 図版14-22

第14図23 b～ 2層 深鉢・底部 A髄9 図版14-23

第14図 24 b～ 2層 深鉢 底部 ―X10 A050 図版14-24

第14図 25 b～ 2層 浅鉢注目部 ? 注口部小突起 隆帯による渦巻文 外面赤色顔料塗付 A051 図)板14-25

第14図 26 b～ 2層 ? ・月同言る 沈線 裏面に漆 ?付着 A∽2 図版14-26

第14図 27 b～ 2層 注目土器・注目部 体部との接合面良好に残る A∝3 図版14-27

第14図28 b～ 2層 手捏ミニチュア完形 21× 25X15-29 指頭痕 A砺4 図 )板14-28
Ib～ 2層 焼粘土塊 手握 P003 図版14

(写真資料)

挿図番号 層 位 器  種 石 材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第14図29 b～ 2層 スクレイパー 珪質頁岩 620 右側久損 下辺刃部 K003 図版 -29

第14図30 b～ 2層 スクレイパー 珪質頁岩 378 350 完  形 下辺刃都 K004 図版3 -30

第14図31 b～ 2層 スクレイパー 珪質頁岩 4&2 356 176 上端欠損 下半縁辺刃都 K005 図版3

第14図 32 Ib～ 2層 スクレイパー 凝灰岩 708 565 603 上端欠損 両側縁下位に刃部 左側刃部は
弱い扶り 下辺に微細象1離痕

K006 図版31-32

第14図33 Ib～ 2層 凹  石 閃緑岩 1172 870 558 855 完  形 両面中央に敲打による雀み
裏面は広く弱い敲打痕

K044

第 14図34 Ib～ 2層 磨  石 安山岩 6名8 407 505 完  形 両面と右側縁を使用 右側縁
に面取り状の磨面

K045

第 15図35 Ib～ 2層 石  皿 安山岩 3179 2568 844 90CICl 完  形 正面を使用面とする扁平石皿 K046 図版31-35

第 15図36 Ib～ 2層 石  皿 砂  岩 (1619) 2219 292 10紹3 上半欠損 隅九長方形 縁取り・底面脚
部作り出し (底面磨耗顕著 )
使用面中央滑らか

K047 図版31-36

第 7表  6ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土遺物観察表
挿図番号 層  位 器形 部位 日径×器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第16図 1 2層 深鉢・口縁部 地文縄文LR 貼付隆帯十沈線 渦巻状隆帯横位区画 A055 図版 15-1

第16図 2 2層 深鉢 ・胴部 磨滅激しい 地文縄文RLP 2条 1組貼付隆帯縦位文様区画 A056 図版15-2
第16図 3 2層 深鉢・胴部 地文縄文RL2条 1組貼付隆帯 +沈線縦位文様区画 A057 図版 15-3

第 16図 4 2層 深鉢 胴部 地文縄文RL 2条 1組渦巻状沈線 A058 図版 15-4
第 16図 5 2層 深鉢・胴部 磨滅激しい 地文縄文LR? 2本 1組縦位平行沈線 磨消縄文 A059 図版 15-5

第16図 6 2層 深鉢・胴部 地文異方向回転縄文LR A060 図版15-6

第16図 7 2層 深鉢・底部 ―×―×55 磨滅激しい 縄文不明 2条 1組縦位細沈線 A061 図版15-7
第16図 8 2層 深鉢・底部 3条 1組縦位細沈線 A062 図版 15-8

挿図番号 層  位 器  種 石 材  1 長 1 幅 1 厚  1重 量 1遺存度 1    特    徴 登録番号 写真図版

第16図 9 上層 凹 石 閃緑岩 865 325 を万 形 1両面に敲打による浅い窪み K048

第 8表  6ト レンチ包含層出土遺物観察表
挿図番号 層 位 器形 部位 日径×器高×底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第16図 1 I層 深鉢・口縁～

月Π言焉
日縁部内湾 二重日縁風 地文縄文LRL? 日縁部2条 1組貼付隆帯+
沈線による細線 胴部縦位文様区画 器表面頭部までタール状物質付着

A063 図版 15-1

第16図 2 Ib～ Ⅱb、
S11

深鉢・口縁部 磨滅激しい 地文縄文不明 日唇直下に段 2条 1組細沈線横位渦巻
文

A064 図版 15-2

第16図 3 ｂ
、
層
Ⅱ
上

一

１

深鉢 ,日縁部 2条 1組の貼付横位隆帯+沈線区画 区画内細沈線 A065 図版 15-3

第16図 4 ｂ
、層
Ⅱ
上

一

１

深鉢 口縁部 磨滅激しい 貼付隆帯十沈線 口縁部横位窓枠状区画 区画内縄文R
L

A066 図版 15-4

第16図 5 Ib～ Ⅱb、
S11

深鉢・口縁部 磨滅激しい 貼付隆帯 +沈線 横位渦巻十窓枠状区画 地文不明 A067 図版 15-5

第16図 6 I層 深鉢・口縁部 磨滅激しい 地文縄文RLP 貼付隆帯十沈線 渦巻文+横位窓枠状区画 A068 図版 15-6
第16図 7 Ib～ Ⅱb、

S11
深鉢 口縁部 磨滅激しい 地文縄文不明 6と ほぼ同様の文様構成 A069 図版 15-7

第16図 8 Ib～ Ib、
S11

深鉢・口縁部 口縁部舌状突起 波状口縁 波頂部買占付渦巻文十沈線 顕部以下ワラ
ビ手状射付隆帯 +沈線 地文縄文LR 磨消縄文

A070 図版15-8

第16図 9 I層 深鉢・頸部 地文縄文RL 隆帯貼付十沈線 渦巻文 A071 図版 15-9

第16図 10 Ib～ Ib、
S11

深鉢・胴部 顕部下 3条 1組横位沈線 沈線下に地文縄文RL Aげ2 図版 15-10



挿図番号 層  位 器形・部位 日径×器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第 16図11 Ib～ Ⅱb
S11

深鉢 ・頭～胴部 2条 1組只占付隆帯+沈線による渦巻文 A073 図版15-11

第 16図12 Ib～ Ⅱb
S11

深鉢・口縁～
】同言[

胴部2条 1組の貼付隆帯十沈線縦位区画 区画内貼付隆帯による渦巻文 A074 図版 15-12

第16図 13 一
Ｉ

深鉢 。日縁下～

胴部上半
地文LR縄文横位 太沈線 +低隆帯 横位惰円区画文 A075 図版 15-13

第16図14 Ib～ Ⅱb、
S11

深鉢・胴部 磨滅激しい 地文縄文LR横位回転 2条 1組貼付隆帯 +沈線 楕円。
駅状の文様区画構成

A076 図版 15-14

第 16図 15 I層 深鉢 胴部 磨滅著しい 地文縄文2段撚り不明 2条 1組貼付隆帯+沈線 渦巻文 A077 図版 15-15
第 16図 16 I 層 深鉢・口縁～

胴部上半
地文縄文LR 貼付隆帯十沈線 口縁横位楕円区画 胴部縦位文様区
画

A078 図版 15-16

第16図 17 ”
Ｉ

深鉢 ・胴部 地文縄文RL 2条 1組員占付隆帯渦巻文 AO狗 図版 15-17

第16図18 ｂ
、
層
Ⅱ
上
”
１

深鉢・胴部下半 地文縄文RLRか RL 2条 1組貝占付隆市 +沈線 懸垂文 A080 図版15-18

第17図 19 I 層 深鉢・胴部 地文縄文RL 2条 1組貼付隆帯十沈線 懸垂文 A081 図版15-19

第17図 20 ｂ
、層
Ｉ
上

一

１

深鉢・胴部下半 地文縄文RL 2条 1組貼付隆帯十沈線 縦位文様区画 AO諺 図版 15-20

第17図 21 I 層 深鉢・胴部 地文縄文RL? 3条 1組射付隆帯 渦巻文 P A083 図版15-21

第17図22 も
、
層
Ｉ
上

一

１

深鉢・胴部 地文縄文RL 幅広低隆帯中央を指頭により2条に分割 渦巻文 A084 図版 15-22

第 17図23 Ib～ Ⅱb、
S11上層

深鉢・胴部 磨滅激しい 地文縄文LR? 間隔の広い 2条 1組の貼付隆帯■沈線 A085 図版15-23

第17図494 I 層 深外・胴郡下半 磨滅激しい 地文縄文LRな いしR 2条 1組の縦位沈線 磨消縄文 A086 図版 15-24
第17図25 一

Ｉ
深9卜・月Π音卜 地文縄文RL 縦位隆帯十隆帯脇沈線 A087 図版15-25

第17図 26 I層 深鉢・胴部 地文縄文RL 縦位 2条 1組の沈線 磨消縄文 A088 図版15-26

第17図27 Ib～ Ⅱb、
S11

深鉢・胴部 地文縄文RL A089 図版 15-27

第17図 28 ”
Ｉ

深鉢・胴部 剰落激しい 3条 1紅沈線による縦・横位文様区画 縄文 LRを 充填
施支 磨消縄文

A090 図版15-28

第17図 29 一
Ｉ

深鉢・胴部 地文縄文RL 2条 1経の沈線による縦位文様区画 渦巻状文様 磨
消縄文

A091 図版15-29

第17図30 一
Ｉ

深鉢・胴都 地文縄文RL 2条 1組の沈線 +隆帯による横位楕円区画 渦巻文
磨消縄文

A092 図版15-30

第17図31 Ib～ Ⅱb、
S11

深鉢 胴部 地文縄文LR 2条 1組の沈線十隆帯による区画文 A098 図版15-31

第17図32 Ib～ Iも 、
S11

深鉢・胴部 地文縄文LR 2条 1組の沈線 +隆符による区画文 A094 図版15-32

第17図33 Ib～ Ⅱb、
S11上層

深鉢・底部 一×―×52 胴部下端まるみをもち立ち上がる A095 図版15-33

第17図 34 Ib～ Ⅱb、
S11上層

深鉢・底部 ―×―×50 胴部下端直線的に立ち上がる A096 図版15-34

婚図番号 層 位 器  種 石  材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第17図 35 I層 微細崇1離痕の
ある剖片

メノウ (286) 209 46 下部欠損 両側縁に微細票U離痕 K007 図版30-35

第17図 36 正 層 スクレイ″ヾ― 珪質頁岩 397 200 完  形 下辺刃部 K008 図版30-36

第17図37 ｂ
、
層
Ⅱ
上

一

１

石 核 珪質頁岩 ? 狙 8 卓」片を素材とする 石材に黒
色雲母含む

K009 図版30-37

第18図38 ｂ
、
層
Ⅱ
上

一

１

敲  石 砂 岩 1540 完 形 裏面に自然面残存 敲石以外
の製品か ?

K049

第18図39 IbⅡ b～
S11

敲  石 閃緑岩 1447 242 完 形 扁平礫下端に工」離を伴う敲打
部

K050 図版30-39

第 18図40 ｂ
、層
Ⅱ
上

一

１

敲  石 凝灰岩 (761) 上半欠損 棒状礫下端に敲打痕集中 K051

第18図 41 I 層 凹 る 閃緑岩 1068 485 完  形 両面に蔽打による窪み 2カ
所連結

K052

第18図 42 I 層 凹  石 閃緑岩 1098 772 575 473 完 形 両面・両側縁に敲打による窪
み両面・左側縁 2カ 所連結
両側縁は面取り状

K053

第18図 43 I層 磨 石 安山岩 840 695 505 345 完  形 両面 を使用 K054

第18図44 I 層 磨  石 閃緑岩 498 完  形 両面を使用 K055

第18図 45 I 層 磨  石 閃緑岩 102 548 完 形 両面を使用 K056

第18図46 一
蝿

． ｂ”
２上層、

磨  石 安山岩 12&1 892 534 940 完 形 両面を使用 K057

第18図47 I 層 磨  石 閃緑岩 1797 628 1500 完 形 両面と右側縁を使用 右側縁
に面取り状の磨面

K058 図版30-47

第18図48 I 層 台  石 閃緑岩 1234 547 1405 完 形 正面中央下位に弱い敲打痕集
中凹石類似

K059

第19図49 I 層 台  石 多孔質安山岩 2512 2288 5竹 2 完 形 正面中央～左側に敲打痕集中
扁平石皿類似

K060

第 19図50 I 層 石  棒 砂  岩 2900 871 完  形 裏面に自然面残存 全体的に
弱い敲打

K06] 図版30-50

第 19図51 I 層 砥  石 砂  岩 1795 1601 1720 完 形 粒子粗い 両面を使用し 裏
面中央に2カ所の改打による
窪みが並列

KO骸



第 9表  7ト レンチ 1号住居跡 (S11)出土遺物観察表

第10表  7ト レンチ 2号住居跡 (S12)出土遺物観察表

第11表  7ト レンチ 1号埋設土器 (SXl)出 土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径 ×器高 X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第20図 1 2層 深鉢・口縁部 隆帯による横位窓枠状区画 隆帝中央短沈線による渦巻文 A097 図版16-1

第20図 2 2層 深鉢・口縁都 地文縄文RLP 貼付隆帯十沈線による横位文様区画 渦巻文 A098 図版16-2

第20図 3 2層 深鉢・口縁部 地文縄文RL 波状口縁 波状部高さのある渦巻文垂下 A099 図版16-3

第20図 4 1・ 2層 深鉢・口縁部 波状口縁 微隆起帯による逆U字状の文椎構成 区画内 :回転方向を
変化させた縄文RLを充填

A100 図版 16-4

第20図 5 1・ 2層 深鉢・口縁部 高さに富む隆帝十沈線による文様区画 渦巻文 A101 図版 16-5

第20図 6 1・ 2層 深鉢・胴部 幅広の横位多沈線十隆帯による縦・横位文様区画 A102 図版16-6

第20図 7 1・ 2層 深鉢・胴都 単」落激しい 地文縄文RL 2条 1組の隆帯による渦巻文 A103 図版16-7

第20図 8 1・ 2層 深鉢・胴部 刹落激しい 2条 1組の沈線による平行沈線文 A104 図す板16-8

第20図 9 1・ 2層 深鉢 ・月同言ヽ 剥落激しい 地文縄文RL 平行沈線によるU字・逆U字状文様構成
磨消縄文

A105 図版 16-9

第20図 10 1・ 2層 深鉢・月Π部 景」落激しい 地文縄文RL? 平行沈線による曲線的J字区画 磨消縄文 A106 図版16-10

第20図 11 1・ 2層 深鉢・胴都 素」落激しい 地文縄文RL? 平行沈線による曲線的な文様 A107 図版16-1]

第20図 12 1・ 2層 深鉢・底部 ―×―X125 胴部下端は直線的に外傾する 横位のヘラミガキ状工具痕 A108 図版16-12

挿図番号 層 位 器  種 石  材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 微 登録番号 写真図版

第20図 13 1・ 2層 スクレイパー 珪質頁岩 522 375 202 完 形 両側縁の一部に二次加工 K010 図版32-13

第20図 14 1 2層 微細景1雑痕の
あるよ」片

珪質頁岩 349 下端欠損 両側縁 に微細 な剥離痕 K011 図版32-14

第20図 15 1・ 2層 スクレイパー 珪質頁岩 (468) 先端部破片 横形石匙の端部破片 ? K012 図版32-15

第20図 16 1・ 2層 凹  石 閃緑岩 1036 985 完 形 正面中央に敲打による窪み
2カ所連結

【063

第20図 17 1・ 2層 凹  石 閃緑岩 1268 924 570 8紹Э 完  形 正面中央に敲打による窪み
裏面 2カ所

K064

第20図 18 1・ 2層 磨  石 閃緑岩 879 587 完  形 用使
化
を
坦
面
平
両
が

両面とも中央都 K065

第20図 19 1・ 2層 磨 石 閃緑岩 1851 926 575 1550 完  形 両面と左側縁を使用 左側縁
に面取り状の磨面

K066

挿図番号 層 位 器形・部位 日径 X器高 X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第21図 1 3・ 4層 深外・口縁～

胴部上半
受け日状二重口縁、地文縄文LR 口縁部 :2条 1組の貼付隆帯 ク
ランク文 胴部 :2条 1組弧伏沈線

A109 図版 16-1

第21図 2 3・ 4層 深鉢・口縁部 I」落激しい 地文縄文RLP 2条 1組の貼付隆帝によるクランク文
口縁部湾曲 S11と 接合

Al10 図版16-2

第21図 3 3・ 4～8・ 9層 深鉢・口縁～

月同言Б
高さのある隆常による横位文様区画 区画内横位綾杉文 Alll 図版16-3

第21図 4 3・ 4層 深鉢・口縁部 高く幅広の隆帯による横位楕円区画 区画内横位綾杉文 A■2 図版 16-4

第21図 5 3・ 4層 深鉢・口縁～

月ΠttЬ
受け口状二重口縁 口唇部に沈線 口縁部渦巻小突起 Al13 図版16-5

第21図 6 3・ 4層 深鉢・口縁部 波状日縁 波頂部渦巻突起 2条 1組の貼付隆帯による横位渦巻区画 Al14 図版16-6

第21図 7 3・ 4層 深鉢・頚～胴部 地文縄文LR 頚部 :貼付隆帯横位波状文 胴部 :射付隆帯 +沈線
クランク文

Al15 図版16-7

第21図 8 3・ 4層 深鉢・頸部 剥落激しい 頸部 :横位貼付波状隆帯 3条 1組横位隆帯 A 図版16-8

第21図 9 3・ 4層 深外・頚部 景」落激しい 地文縄文LR 2条 1組横位並行隆帝 A 7 図版16-9

第21図 10 3・ 4層 深鉢・頸部 子」落激しい 2条 1組横位貝占付隆帯を2段 隆帯間に貼付波状隆帯 A 8 図版 16-10

第21図■ 3・ 4層 深鉢 ・胴部 剃落激しい 2条 1組縦位貼付隆帯 A 9 図版16

第21図 12 3・ 4層 深鉢・胴部 地文縄文LR 3条 1組沈線による剣先状渦巻文 A120 図版16

第21図 13 3・ 4層 深外・胴都 地文縄文LR 3条 1組細沈線による弧線文 A 図版16 3

第21図 14 3・ 4層 深鉢・口縁部 制落激しい 地文縄文RK? 沈線による逆U字状文様 磨消縄文 22 図版16

第21図 15 3 4層 深鉢・胴部 劉落激しい 太沈線による曲線的文様区画 区画内縄文RLP 磨消縄文 23 図版 16-15

第21図 16 3・ 4層 深鉢・底部 ―X― X133 内面・外面に網代痕 24 図版16-16

挿図番号 層 位 器  種 石 材  1長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第21図 17 3・ 4層 スクレイパー 珪質頁岩 369 470 完  形 上辺に二次加工 K013 図版32-17

第21図 18 3・ 4層 微細劉離痕の
あるま1片

珪質頁岩 522 298 完 形 左側縁から右側縁にかけて微
細な剰離痕

K014 図
'仮

32-18

挿図呑号 層  位 器形・部位 日径 ×器高 X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第22図 1 上  層 深鉢・口縁部 型吾贄に置転奔浩響妖尭亀皇τゑ著黒言む貿客発壇薙隻
区
選宿飛皇
れ

1～ 8は同一個体

A125 図版17-1

第22図 2 上  層 深鉢 '胴部 同 上 A126 図版17-2

第22図 3 上  層 深鉢・胴部 同 上 A127 図版17-3

第22図 4 上 層 深鉢・胴部 同 上 A128 図版 17-4

第22図 5 上  層 深鉢・胴部 同 上 A129 図版 17-5

第2図 6 上  層 深鉢・胴部 同 上 A130 図版17-6



挿図番号 層 位 器形・部位 日径×器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第22図 7 上  層 深鉢・胴部 同  上 A131 図版17-7

第22図 8 上  層 深鉢・胴部 同  上 A132 図版17-8

第12表  7ト レンチ包含層出土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径×器高×底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第22図 1 I～ 3 4層 深鉢・口縁部 貼付隆帯 横位文様区画 剣先状渦巻文 区画内横位綾杉文 A133 図版 17-1

第22図 2 3・ 4～ 8・ 9層 深鉢・口縁部 波状口縁 波頂部隆帯■沈線渦巻突起 高い隆帯横位楕円区画  3と
同一個体

A134 図版 17-2

第22図 3 3・ 4-8・ 9万雪 深鉢・口縁部 同 上 A135 図版 17-3

第22図 4 I 層 深鉢・口縁部 地文縄文LR 小波状口縁 貼付隆帯十沈線 渦巻文 A136 図す板17-4

第22図 5 Ib～ S11・
2上層、8'9層

深鉢・口縁部 渦巻小突起 波状口縁 A137 図版 17-5

第22図 6 I 層 深鉢・口縁部 波状口縁 波頂部に貼付隆帯 +沈線 渦巻文 横位文様区画 A138 図版17-6

第2図 7 8・ 9層 深鉢・口縁部 太沈線による曲線的文様区画 黒1落激しい 縄文RLを 充填 磨消縄文 A139 図版17-7
第22図 8 8・ 9層 深鉢・胴部 太沈線による直線的な文様区画 地文縄文RL A140 図版 17-8

第22図 9 8。 9層 深鉢・口縁部 剥落激しい 太沈線による曲線的文様区画 区画内縄文施文 撚 り不
明 磨消縄文

A141 図版 17-9

第22図 10 Ib― S11・
2上層、8。 9層

深鉢・ 口縁部 象」落激しい 貼付隆帯による曲線的文様区画 区画内縄文不明 A142 図版17-10

第22図 8・ 9層 深鉢・口縁部 口縁部湾曲 単沈線・複沈線による逆U字状曲線的文様 A143 図版 17-■

第22図 8・ 9層 深鉢・胴部 地文縄文LR 2条 1組隆帯垂下 A14 図版17-12
第22図 8'9層 深鉢・胴部 地文縄文LR 平行沈線間に刻み 以下に単沈線による斜格子文 A145 図版17-13

第22図 8'9層 深鉢・胴部 剥落激しい 地文縄文RL? A146 図版 17-14

第22図 15 Ib～ S11
2上層、8・ 9層

深鉢・胴部 地文縄文LR 横位 ?隆帯十沈線 渦巻文 A147 図版17-15

第22図 16 Ib～ S11・
2上層、8・ 9層

深鉢・口縁下～

胴部上半
劉落激しい 地文縄文RLP 隆帯十沈線による横位文様区画 渦巻
文

A148 図版17-16

第22図 17 Ib～ S11・
2上層、8 9層

深鉢・胴部 地文縄文LR 2条 1組貼付隆帯十沈線 区画文 懸垂文 A149 図版17-17

第22図 18 I 層 深鉢・胴部 I」落激しい 地文縄文RLP 貼付隆帯十沈線 渦巻文・区画文 A150 図
'板

17-18

第23図 19 Ib～ S11・
2上層、8・ 9層

深鉢・胴部 地文縄文RL 微隆起帯による文様構成 A151 図版 17-19

第23図20 8'9層 深鉢・胴部 氣」落激しい 3条縦位平行沈線 磨消縄文 A152 図版 17-20

第23図 21 8・ 9層 深鉢・胴部 主」落激しい 太沈線逆U字状文様区画 区画内縄文未確定 磨消縄文 A153 図版 17-21
第23図22 8'9層 深鉢・胴部 阜」落激しい 2条 1組 U字状沈線区画 区画内縄文未確定 磨消縄文 A154 図版 17-22
第23図23 8'9層 深鉢・胴部 剥落激しい 大沈線U字状文様区画 区画内縄文RL充填 磨消縄文 A155 図版 17-23
第23図24 8 9層 深鉢・胴部 象」落激しい 3条 1組太沈線曲線的文様区画 区画内地文縄文LR

磨消縄文
A156 図版 17-24

第23図25 8・ 9層 深鉢・底部 全体の1/8程度残存 剥落激しい 地文縄文未確定 2条 1組貼付隆帯垂下 A157 図版17-25
第23図26 8・ 9層 深鉢・底部 ―×―×82 地文縄文LR 胴部下端から直線的に外傾する A158 図版 17-26

第23図27 8'9層 土偶 脚部 表・裏面横位平行沈線 P001 図版 18-27

挿図番号 層  位 器  種 石 材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第23図28 Ib～ S11・
2上層、8'9層

スクレイパー 珪質頁岩 849 完  形 縦形 つまみ部の括れ弱ψ K015 図版32-28

第23図29 I 層 石  匙 珪質頁岩 595 309 完  形 縦形 K016 図版32-29

第23図30 I層 スクレイパー 珪質頁岩 403 450 &8 ほぼ完形 枝形 つまみ部不明瞭 左側
縁の一部欠損

K017 図版32-30

第23図 31 Ib～ S11
2上層、89層

微細ユ」離痕の
ある11片

珪質頁岩 544 完  形 右側縁に微細剖離痕 K018 図版32-31

第23図32 I 層 微細象」離痕の
ある氣J片

遊質頁岩 355 完  形 左側縁に微細象」離痕 K019 図版32-32

第23図38 上 層 微細I」離痕の
ある11片

買 岩 554 完 形 左側縁に微細劉離痕 K020 図版32-33

第24図 34 8'9層 打製石斧 安山岩 (1037) 230 205 ほぼ完形 分鋼形 上下縁使用に伴う欠
損 P

K067 図版32-34

第24図35 Ib～ SIユ
2上層、8'9層

敲  石 閃緑岩 1093 1128 525 完 形 下端に剥離を伴う敲打痕集中
正面中央に弱い敲打痕集中
台石あるいは凹石類似

K068

第24図36 Ib～ 9層 凹  石 安山岩 655 275 完 形 両面・両側縁に窪み 両面・
両側縁とも2カ所連結 風化・

磨耗著しい

K069

第24図37 Ib～ 9層 凹  石 閃緑岩 1238 773 462 680 完  形 両面に蔽打による窪み 2カ
所左側縁に面取り状の磨面

K070

第24図38 8'9層 凹  石 閃緑岩 1218 830 252 完  形 両面中央に敲打による窪み
扁平礫素材

K071

第24図39 Ib～ 9層 石  皿 閃緑岩 1689 17&0 639 完  形 厚みのある扁平礫素材 正面
使用面 研磨痕著しく滑らか

K072

第%図 40 卜
層
Ｉ

Ю

． ｂ．
２上層
、

石  皿 閃緑岩 2546 2362 538 完  形 扁平礫素材 正面使用面 K073



第13表 10ト レンチ 1号住居跡 (S11)出土遺物観察表
挿図番号 層 位 器形・部位 日径X器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第25図 1 下 層 深鉢 。日縁～

胴部上半
437× (И 5)× ― 小波状口縁 渦巻小突起 口縁部 :隆帯横位楕円区画 胴部 :隆帯渦

巻文・曲線文様 地文縄文RL
A159 図版18-1

第25図 2 下 層 深鉢・口縁～

胴部上半
引上183× (94)× ― 地文縄文RL 口縁都 :内面 2条 1組貝占付隆帯 +沈線 剣先状渦巻文

横位文様区画 胴上半 :3条 1組貝占付隆帯十横位平行沈線
A160 図版 18-2

第25図 3 下 層 深鉢・口縁～

胴部上半
推180X(90)× ― 家J落激しい 地文縄文未確定 口縁部 :湾曲 2条 1紅貝占付隆帯 +沈

線 横位文様区画 胴上半 :4条 1組横位平行沈線
A161 図版18-3

第25図 4 下  層 深鉢・口縁～

胴部上半
(180)× (113)× ― 地文縄文LR 口縁部 :内湾 貼付隆帯■沈線 横位文様区画 頸部 :

3条 1組横位平行沈線 胴部 :3条 1組沈線貪u先状渦巻文
A162 図版18-4

第25図 5 下  層 深鉢・口縁～

胴部上半
小形 口縁部 :貼付隆帯十沈線渦巻文 横位楕円区画 頭部 :横位平
行沈線 地文縄文RL?

A163 図版18-5

第25図 6 下  層 深鉢・口縁部 地文縄支RL 貼付隆帯十沈線 横位平行十波状文 横 S字把手状隆帯 A164 図版18-6
第25図 7 下  層 深鉢・口縁部 立体的な貼付隆帯十沈線 立体的な渦巻把手 横位文様区画 A165 図版 18-7

第25図 8 下  層 深鉢・口縁部 立体的な貼付隆帝十沈線 渦巻文による横位文様区画 渦巻文交点で
はX字状把手

A166 図版 18-8

第25図 9 下  層 深鉢・口縁部 幅広貼付隆帯十凹線渦巻文 A167 図版 18-9

第25図 10 下 層 深鉢・口縁部 口
=部
欠損 立体的・細貼付隆帯キ隆帯上の凹線・波状対付隆帯 横

位文様区画 横S字状渦巻文 縄文原体圧痕L
A168 図版 18-10

第25図 11 下  層 深鉢・口縁部 貼付隆帯 横位文様区画 隆帯上刻み 2条 1組細貼付隆帯によるク
ランク文

A169 図版 18-■

第25図 12 下 層 深鉢・回縁部 隆帯 +刺突 隆帯指頭摘み 押引き様の単・複横位施文 A170 図版 18-12

第25図 13 下 層 深鉢・口縁部 立体的・平面的貼付隆帯十縦位短沈線 口縁直下立体的鍔状隆帯 横
位平行・波状隆帯 地文撚糸LR

A171 図版18-13

第25図 14 下  層 深鉢・口縁部
画
線
区
沈
様
十
文
帯
位
隆
横
付貼
文

口唇部貼付波状隆帯 2条 1組貼付によるクランク A172 図版 18-14

第25図 15 下 層 深鉢・口縁部 泉」落激しい 地文縄文未確定 横位平行・波状貼付隆帯 A173 図版18-15

第25図 16 下 層 深鉢・口縁部 剥落激しい 地文縄文未確定 横位平行・波状貼付隆帯 A174 図版18-16

第26図 17 下 層 深鉢 。日縁部 日縁部文様幅狭い 波状日縁 貼付隆帯十沈線渦巻文 立体的な渦巻突起 A175 図版19-17
第26図 18 下 層 深鉢・胴部上半 隆帯十沈線 渦巻文把手 A176 図版19-18

第26図 19 下  層 深鉢・口縁部 内湾 家」落激しい 地文縄文未確定 貼付隆帯十沈線 渦巻文による
横位文様区画

A177 図版19-19

第26図20 下  層 深鉢・回縁部 内湾 地文縄文LR横位 貼付隆帯■沈線 渦巻文 A178 図版19-20

第26図21 下 層 深鉢・口縁部 内湾 地文縄文RL 貼付隆帯 渦巻文による文様区画 A179 図版 19-21

第26図22 下  層 深鉢・口縁部 内湾 地文縄文RL 貼付隆帯十沈線 渦巻文による文様区画 A180 図版19-22

第26図23 下  層 深鉢・口縁部 内湾 地文縄文RL 貼付隆帯十沈線 渦巻文による文様区画 A181 図版19-23

第26図 24 下 層 深鉢・口縁部 貼付隆帯 +沈線 渦巻文による文様構成 渦巻部立体的 A182 図版19-24

第26図25 下 層 深鉢・口縁部 地文縄文RL 内湾 貼付隆帝十沈線渦巻文 A183 図版 19-25

第26図26 下  層 深鉢・口縁部 地文縄文LRP 貼付隆帯十沈線 渦巻文 A184 図版 19-26

第26図27 下  層 深鉢・口縁部 貼付隆帯 +太隆線 渦巻状文による文様区画 区画内ベン先Ejri刺突文 A185 図版 19-27
第26図28 下  層 深鉢・口縁～

胴部
口縁部文様幅狭い 工」落激しい 地文縄文LRP 波状口縁 貼付隆
帯十沈線渦巻文 波頂部に渦巻中央

A186 図版19-28

第26図29 下  層 深鉢・口縁部 地文縄文LR 波状口縁 沈線 A187 図版19-29

第26図30 下  層 深鉢・口縁～
月同言F

地文縄文RLも しくはRLR 波状口縁 逆台形の舌状口縁 中央部
に円孔 口唇部に凹線

A188 図版 19-30

第26図 31 下 層 深鉢・胴部 地文縄文LR 縦位平行貝占付隆帯 A189 図版19-31

第26図32 下 層 深鉢・胴部 地文縄文RL 縦位平行貝占付隆帯十沈線 A190 図版19-32

第26図33 下  層 深鉢・胴部 地文縄文LR 縦位平行貝占付隆帯 A19ユ 図版19-33

第26図34 下  層 深鉢・胴部 地文縄文LR 貼付隆帯十沈線 渦巻文 A192 図版19-34

第26図35 下  層 深鉢・胴部 剥落激 しい 地文縄文 LRP 貼付隆帯 +沈線  渦巻文 A193 図版19-35

第26図36 下  層 深鉢  口縁部 口唇部欠損  地文縄文 LR 貼付隆帯 十沈線 渦巻文 A194 図肋こ19-36

第26図37 下  層 深鉢・胴部 櫛歯状条線文 A195 図版19-37

第26図38 下  層 深鉢・胴部 横位平行・波状沈線 A196 図版 19-38

第26図39 下  層 深鉢・胴部 地文縄文LR 3条 1組縦位細沈線による縦位文様区画 区画内 3条
1組弧状沈線

A197 図版19-39

第26図40 下  層 深鉢 ・胴部 地文縄文RP 沈線 Al努 図版 19-40

第26図41 下  層 深鉢・胴部 地文縄文LR 3条 1組の沈線による懸垂文 A199 図版 19-41

第26図42 下  層 深鉢  胴部 地文縄文LR 太沈線による逆U字状文 磨消縄文 A200 図版 19-42

第26図も 下  層 深鉢・胴部 票」落激しい 地文縄文LR? 太沈線による振幅大きい波状文 磨消縄文 A201 図版19-43
第26図寝 下  層 深鉢・底部 地文縄文RL 胴部下端やや丸みを帯び外傾して立ち上がる A202 図版19-坐

第26図45 下 層 深鉢・底部 地文縄文RL? 2条 1組貼付隆帯垂下 A203 図版 19-45

挿図番号 層 位 器  種 石 材  1 長 1 幅 1 厚 1重 畳 1遺存度 1    特    徴 登録番号 写真図版

第27図46 下  層 石 匙 珪質頁岩 囲 46 no附 71完 形
種子と写更習訟唇期

にK021 図版33-46



第14表 10ト レンチ包含層出土遺物観察表

戸図番号 層 位 器  種 石  材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第27図 1 Ⅱ 層 凹  石 閃緑岩 375 完 形 両面中央に敲打による窪み
両面とも2カ所

K074

第27図 2 Ⅱ 層 磨 石 閃緑岩 728 635 1085 完  形 両面と両側面を使用 両側縁
に面取り状の磨面

K075

第27図 3 Ⅱ 層 石  皿 安 山岩 1832 1733 475 2345 完  形 正面使用面 浅く雀む K076

第15表 11ト レンチ包含層出土遺物観察表

挿図番号 層  位 器形・部位 日径X器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第28図 1 I層 深鉢 口縁部 地文撚糸L 口唇部部分的に鋸歯状 貼付隆帯による横位渦巻文 A204 図版20-1

第28図 2 I層 深鉢・口縁部 貼付隆帯十沈線 横位渦巻文区画 立体的な橋状把手 A205 図版20-2

第28図 3 I層 深鉢・口縁部 地文縄紋RL 内湾 貼付隆帯十沈線 渦巻文による横位文様区画
渦巻突起

A206 図版20-3

第28図 4 I層 深鉢・口縁部 高さのある貼付隆帯十沈線 口唇部受口状 A207 図版20-4

第28図 5 I層 深鉢・口縁部 口縁部文様幅狭い 貼付隆帯十沈線 渦巻文 A208 図版20-5

第28図 6 I層 深鉢・胴部 地文縄文RL 垂下する3条 1組の貼付隆帯による縦位区画 区画内
蛇行貼付隆帯

A209 図版20-6

第28図 7 層 深鉢・胴部 地文縄文RL 3条 1組の縦位平行沈線区画 A210 図版20-7

第28図 8 層 深外・胴部 地文縄文RL 沈線 横位 Y字 垂下蛇行 A211 図版20-8

第28図 9 層 深鉢・胴部 地文縄文RL 2条 1組縦位十垂下する蛇行沈線 A212 図版20-9

第28図 10 層 深鉢・胴部 地文縄文RL 3条 1組只占付隆帯 +沈線による縦位文様区画 A213 図版20-10

第28図 11 I層 板状土偶 表面に隆帝と沈線 裏面に沈線による渦巻・三角形等による人体・装
飾を表現

図版20-11

挿図番号 層  位 器  種 石 材  1 長 1 幅 1 厚  1重 量 1遺存度 1    特    徴 登録番号 写真図版

第28図 12 I層 石 棒 安山岩
|は
⑬
1691寄

51%01鄭 破片
1最署振霧

い敲棘 輌 に自 K077

第16表 12ト レンチ包含層出土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径X器高X底径 文 様  地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第28図 1 I 層 深鉢・口縁部 波状口縁 刻みを有する立小的な波状隆帯 横位波状隆帯 A214 図版20-1

第28図 2 I 層 深鉢・胴都 貼付隆帯十沈線 隆帯は交互刺突による鋸歯状文 2条 1組沈線によ
る三角文

A215 図版閉 -2

第28図 3 I層 ～遺構重複
状プラン上面

深鉢・胴都 上部 :横位貼付隆帯 +沈線十刺突文 下部 :貼付隆帯十沈線によるパ
ネル状区画文 地文縄文LR

A216 図版20-3

第28図 4 I層 ～遺構重複
状プラン上面

深鉢・口縁～

頚部
口縁部文様幅狭 口唇部直下横位円形刺突文 貼付隆帯十沈線渦巻文
頚部 :渦巻文 枝位刺突文

A217 図版20-4

第28図 5 I 層 深鉢  口縁郡 貼付隆帯渦巻失起 A218 図版20-5

第29図 6 I層 ～遺構重複
状プラン上面

深鉢 ・口縁部 中空透かし突起 A219 図版20-6

第乃図 7 I層 ～遺構重複
状プラン上面

深鉢・口縁部 円筒状突起 橋状把手 A220 図版20-7

第29図 8 I 層 深鉢・口縁～

胴部上半
地文縄文RL 口縁部 :貼付隆帯十沈線による2条 1組の弧】大文
頸部 :横位平行沈線

A22ユ 図版20-8

第29図 9 I層～遺構重複
状プラン上面

深鉢・胴部 地文縄文LR 2条 1組貼付隆帯 A222 図版20-9

第29図 10 層 深鉢・胴部 地文縄文LR 2条 1組只占付隆帯 A223 図版20-Ю

第29図 11 層 深鉢・胴部 地文縄文LR横位回転 貼付隆帯 +沈線渦巻文 横位文様区面 A224 図版20-H

第29図 12 層 深鉢・胴部 地文縄文LR 横位回転 貼付隆帯 +沈線渦巻文 横位文様区画 A225 図版20-12

第狩図13 層 深鉢・胴部下半 地文縄文LR 貼付隆帯 直・弧状文 剣先状文 A226 図版20-13

第29図 14 I層 ～遺構重複
状プラン上面

深鉢・胴部 地文縄文RL 2条 1組縦位貼付隆帯十沈線 A227 図版20-14

第29図 15 I層 深鉢・胴部 地文縄文LR 横位平行沈線 A228 図版20-15

第29図 16 I層 深鉢・頚～

胴郡下半
小形土器 地文縄文RL 頸部 :横位密接平行・弧状沈線 A229 図版20-16

第29図 17 I 層 深外・胴部 地文縄文RL 2条 1組縦位貝占付隆帯十沈線 A230 D目

"見

2ユ ー17

第29図 18 I層～遺構重複
状プラン上面

深鉢・胴部 地文縄文LR 2条 1紅沈線 剣先状渦巻文 A231 図版21-18

第29図 19 構

面

遺

上
一
ン

層
τ
フ

ー

ブ

＋

ｎ爪

層

複

Ｉ

重
深鉢・口縁～

胴部下端
地文縄文RL 太沈線による縦位隅九長方形区画 磨消縄文 A232 図版21-19

第29図20 I 層 深鉢・底部 ―×一×48 胴部下端やや丸みを帝び外傾 して立ち上がる A233 図版21-20

第狩図21 I層～遺構重複
状プラン上面

深鉢・底部 ―×―×78 2条 1組縦位沈線 底部網代痕  ミガキ A234 図版21-21

第乃図22 夏 層 深鉢・底部 一×一×80 若干上げ底 A235 図版21-22

挿図番号 層  位 器  種 石 材  1 長 1 幅 1 厚 1重 量 1 遺存度 1    特    徴 登録番号 写真図版

第29図23 I層 凹  石 狙簸山岩
1印 1靴
51291α 51完 形

Tで ,分舒軽新模漁霧察変ワ
両



第17表 13ト レンチ 1号溝状プラン (SXl)出 土遺物観察表
挿図香号 層 位 器形・部位 日径 X器高 X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第30図 1 1 3層 深鉢 口縁～
胴部下半

引4335× (350)× 地文縄文LR 日縁部 :2条 1組積位貼付隆帯 立体的横 S字状貼付
隆帯 頭部 :2条 1組横位貼付隆帝・単波状隆帯 胴部上半 :横位平
行沈線列 胴部中～下半 :3条 1組縦位沈線 (縦位区画)区 画内単蛇
行縦位沈線・渦巻文

A236 図版21-1

第30図 2 1層 深鉢・口縁～

胴部中位
象」落激しい 口縁部 :平行貼付隆帝間縦押圧文 胴部上半 :平行貼付
隆帯問波状 (鋸歯状)隆帯 胴部下半 :2条 1紅貝占付隆帝 渦巻文

A237 図版21-2

第30図 3 1層 深鉢 口縁部 口縁部 :立体的貼付隆帯横位楕円 横 S字文 上端に鋸歯状貝占付隆帯
文様交点Y字状隆帯貼付 以下大沈線横位楕円区画

A238 図版22-3

第30図 4 1層 深鉢・口縁部 3と 同一個体 A239 図版22-4

第30図 5 1層 深鉢・口縁部 口唇部に沿い横 S字貼付隆帯 平行沈線 A240 図版22-5

第30図 6 1・ 3層 深鉢・口縁部 口縁外面 i渦巻区画 口縁内面 :横 S字渦巻隆帯貼付 A24ユ 図版22-6

第31図 7 1層 深鉢・口縁部 日唇鋸歯状突起 横位隆帯上亥」み 2条 1組沈線 曲線文 地文縄文LRP A242 図版22-7
第31図 8 1層 深鉢・口縁部 濁巻装飾把手 (突起)縦位押圧縄文 AZ3 図版22-8
第31図 9 1 層 深鉢・口縁部 日唇部刻み 縦位集合沈線 2条 1組隆帯十沈線 クランク文 補修孔 A24 図版22-9
第31図 10 1・ 3層 深鉢・口縁部 橋状把手 隆帯横位 S字状渦巻文 A245 図版22-10

第31図 11 1 層 深鉢・口縁部 X状橋状把手 貼付隆帯渦巻文 A盟6 図版22-11

第31図 12 1・ 3層 深鉢・口縁部 地文縄文 RL 波状口縁 波頂部立体的渦巻把手 AИ7 図版22-12

第31図 13 1層 深鉢・口縁部 波状口縁 口縁部文様幅狭い 貼付隆帯十沈線 横 S字渦巻文 A248 図版22-13

第31図 14 1層 深外・口縁部 地文縄文R 横位原体圧痕 立体的隆帯 二重口縁 横位文様区画
渦巻文 交点山形突起

A249 図版22-14

第31図 15 1・ 3層 深鉢・口縁～

月Π言番

jL34 0× (175)× 地文縄文LR 口縁 :貼付隆帯十沈線 横位剣先状渦巻文 頸部
:無文 胴部 :2条 1紅貝占付隆帯 縦位区画 区画内渦巻文

A250 図版22-15

第31図 16 1・ 3層 深鉢・国縁～

底部
126× (106)× ― 小形土器 地文縄文LR 口縁部 :2条 1組貼付隆帯 区画内貼付波

状隆帯
A251 図版22-16

第31図 17 1・ 3層 深鉢・顕～

底部

―×(90,× 58 小形土器 口縁部 :無 し 地文縄文LR 頸部 :2条 1組舶 平行沈線
胴部 :2条 1組縦位区画 区画内弧線文

A252 図版22-17

第32図 18 1層 深鉢・胴～底部 ―×推140 地文縄文RL 1 2条 1組貼付隆帯+沈線 縦位文様区画 区画内
剣先状渦巻文

A253 図b諺3-18

第32図 19 1層 深鉢 胴下半一

底部

―×―X128 縦～斜位細沈線 底部上げ底・木葉痕 P(細沈線 ?) A254 図版23-19

第32図20 層 深鉢・口縁部 地支縄文LR l条  2条 1組貼付隆帯 クランク文 A255 図版23-20

第32図 2ユ 層 深鉢 。日縁部 地文縄文LR 貼付隆帯渦巻文 縦位 3条 1組・横位文様区画 沈線 A256 図版23-21
第32図22 層 深鉢・口縁部 縄文地文RL 立体的横S宇状渦巻貼付隆帯 2条 1組縦・横位貼付隆帯 A257 図版23-22
第32図23 1層 深鉢 口縁～

胴部上半
地文縄文RL 口縁部 :2条 1組横位渦巻文 顕部 :3条 1組横位平
行沈線

A258 図版23-23

第32図24 1層 深鉢 日縁部 地文縄文LR 立体的横位渦巻貼付隆帯十沈線 A259 図版23-И

第32図25 1・ 3層 深鉢・口縁～

顕部
地文縄文LR 口縁部 :2条 1紅貼付隆帯 横位渦巻  楕円形
文様区画 顎部 :横位平行貼付隆帯十沈線

A260 図版23-25

第32図26 層 深鉢・口縁部 地文縄文LR 2条 1組立体的横位貼付隆帯十沈線 2条 1組横位貼付隆帯 A261 図版23-26
第32図27 層 浅鉢 P,日縁部 口唇都沈線 補修孔 A262 図版23-27

第32図28 層 深鉢 口縁部 地文縄文LR 貼付隆帯 +沈線 横位文様区画 A263 図版23-28

第32図29 層 深鉢 ,胴部 貼付隆帯十沈線 渦巻文 A264 図版23-29

第32図30 1・ 3層 深鉢・胴部 地文縄文RL 貼付隆帝 横位・波状文 A265 図版23-30

第32図31 1層 深鉢・胴部 貼付横位隆帯 十刻み 目 2条 1組只占付細隆帯 A266 図版23-31

第32図32 1 層 深鉢  頸部 地文縄文 RL 顕部 :無文体  貼付平行 波状文 +沈線 A267 図版23-32

第32図33 1・ 3層 深 鉢 ・ 胴 部 貼付平行 '波状隆帯 A268 図版23-33

第32図34 1 層 深鉢 ・胴部 地文縄文LR 横位平行貼付隆帯 縦位貝占付蛇行隆帯 A269 図版23-34

第32図35 1 層 深鉢 胴部 地文縄文LR 横位平行貼付隆帯 縦位貼付蛇行隆帯 A270 図版23-35

第32図36 1・ 3層 深鉢・胴部 地文縄文LR 2条 1組縦位貼付隆帯 A27ユ 図版23-36

第32図37 1 層 深鉢・胴部 地文縄文RL 縦位平行貼付隆帯 A272 図版23-37

第32図38 1・ 3層 深鉢・胴部 地文縄文RL 縦位平行貝占付隆帝 A273 図版23-38

第33図39 1 層 深鉢・顕～胴部
画
組
区
１
位
条
縦帝

縁
隆
口
付貼
Ｌ
条
Ｒ
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文

・

縄
２
文地
部

頚部 3条 1組横位平行貼付隆帝 胴
区画内渦巻文

A274 図版24-39

第33図40 1 層 深鉢・胴部 地文縄文RL 2条 1組縦位貼付隆帝十沈線 縦位区画文 区画内剣
先状渦巻文

A275 図版24-40

第33図 41 1 3層 深鉢・胴部 横位貼付平行隆帯間波状貼付隆帯十沈線 A276 図版24-41

第33図42 1 3層 深外・胴部 横位貼付隆帯間円形文十沈線 A277 図版24-42

第33図喝 1・ 3層 深鉢・頸～

胴部上端
地文縄文LR 横位平行沈線 縦位文様区画 A278 図版24-43

焼粘土塊 土製品 P 手握 図版盟
(写真資料)

挿図番号 層 位 器  種 石 材 長 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第33図44 1 層 石  匙 珪質頁岩 902 335 完  形 縦形 刃部から両面にかけて使
用に伴うと考えられる光沢顕著

K022 図版33-44

第33図45 1 層 スクレイパー 遊質頁岩 48 完 形 縦形  つ まみ部の括れ弱し K023 図版33-45

第33図46 1・ 3層 石  匙 珪質頁岩 50 295 完  形 縦形 K024 図版33-46

第38図 47 1 層 石  匙 珪質頁岩 606 202 完  形 横形 K025 図す板33-47

第33図48 1・ 3層 スクレイパー 遊質頁岩 (532) 左端欠損 横形石匙に類似するがつまみ
部の作出なし

K026 図す板33-48



挿図番号 層  位 器  種 石 材 長 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第33図49 1・ 3層 クサ ビ形石器 珪質買岩 完  形 下端に二次加工 K027 図版33-49

第33図50 1・ 3層 スクレイパー 珪質頁岩 407 完 形 左側縁 に二次加工 K028 図版33-50

第33図51 1・ 3層 石 錐 遊質頁岩 完  形 下辺刃部 下端中央 は錐状 を
呈す る

K029 図版33-51

第33図52 1・ 3層 石  錐 珪質頁岩 (252) 上部欠損 尖頭状を呈する K030 図版33-52

第33図53 1・ 3層 クサビ形石器 珪質頁岩 871 284 77 完 形 上下辺ほぼ平行 両極打法
両側縁に微細家」離痕

K031 図版33-53

第33図54 1層 凹  石 安山岩 1050 832 498 590 完 形 両面中央に蔽打による窪み
両面とも2カ所 裏面追結

K079

第18表 13ト レンチ包含層出土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径 X器高×底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第34図 1 I～ 1層 深鉢・口縁～

月同言卜
事二195× (120)× 口唇部 :鋸歯状文 渦巻突起 横位貼付楕円区画亥Uみ 横位貼付平行

隆帯間縦位縄文原体圧痕・交互刺突による鋸歯状文 渦巻文 胴部 :

地文縄文LR

A279 図版24-1

第34図 2 I～ 3層 深鉢・口縁～

月Π著ト
日縁部 :横位貼付隆帯 渦巻文 回唇部 :渦巻小突起 クランク文
胴部 :2・ 4条横位・縦位貼付隆帯

A280 図版24-2

第34図 3 I～ 1層 深鉢・口縁～

月Π言ト
地文縄文RL 口縁部 :貼付隆帯十沈線 横 S字渦巻文 渦巻部
立体的 顎部 :無文 胴上部 :横位貼付隆帯

A281 図版24-3

第34図 4 I～ 3層 深鉢・口縁部 地文縄文L 貼付隆帯 +沈線 渦巻文 P A282 図版24-4

第34図 5 I～ 3層 深鉢・口縁部 横位貼付波状・横位隆帯 区画内斜位刻み A283 図版24-5

第34図 6 I～ 1層 深鉢・口縁～

月鳳音Б
地文縄文LR 口縁 :受口状 刻み 横位貝占付隆帯十沈線 胴部 :横
位平行沈線聞波状沈線 斜位沈線

A284 図版24-6

第34図 7 I～ 1層 深鉢・口縁部 地文縄文LR 口縁都文様幅次 二重口縁内渦巻文 渦巻部小突起
口唇部 :横位横 S字貼付隆帝

A28「D 図版24-7

第34図 8 I～ 層 深鉢・口縁部 地文縄文LR 口縁部文様幅狭 内面口唇部 :貼付渦巻隆帯十沈線 A286 図版24-8

第34図 9 I～ 層 深鉢・口縁部 渦巻中空把手 A287 図版24-9

第34図 10 I～ 層 深鉢・口縁部 波状口縁 橋状把手 把手上貝占付隆帯渦巻文 斜位刻み A288 図版蟄 -10

第34図 11 I～ 1層 深鉢・口縁～

顎部
地文縄文RL 貼付横位隆帯十沈線による横位渦巻文様区画 頸部 :

横位細沈線
A289 図版25-H

第34図 12 I～ 1層 深鉢・ 口縁部 地文縄文RL 貼付隆帯+沈線 横位楕円区画 A290 図版25-12

第35図 13 I～ 1層 深鉢・口縁～

月同言Б
地文縄文LR 波状口縁 日唇部 :沈線渦巻文 頚部 :横位平行沈線
胴部 :弧状沈線

A291 図版25-13

第35図 14 I～ 1層 深鉢 口縁部 地文縄文LR 貼付隆帯十沈線 横位渦巻文 A292 図版25-14

第35図 15 I～ 1層 深鉢・口縁部 地文縄文LR 横位貼付隆帯 +沈線 横位楕円区画 A298 図版25-15

第35図 16 I～ 3層 深鉢・口縁部 地文縄文LR 2条 1組縦位貼付隆帯 A294 図版25-16

第35図 17 I～ 1層 深鉢 ,日縁部 地文縄文 RL 2条 1組貼付隆帯 縦位文様区画 渦巻文 A295 図版25-17

第35図 18 1・ 3層 深鉢・胴部 地文縄文RL 2・ 3条 1組貼付隆帯 渦巻文 A296 図版25-18

第35図 19 1 3層 深鉢・胴部 地文縄文RL 1 2条 1組貼付隆帯十沈線 縦位文様区画 区画内渦巻文 A207 図版25-19
第35図20 I～ 3層 深鉢 胴部 地文縄文RL 貼付隆帯十沈線 縦位文様区画 A298 図版25-20

第35図21 I～ 3層 深鉢・胴部 地文縄文RL 沈線による渦巻文 A299 図版25-21

第35図22 I～ 1層 深鉢・口縁一

胴部
地文縄文LR 2・ 3条 1組貼付隆帯十沈線 パネル状文様区画 渦
巻文 剣先文

A300 図版25-22

第35図23 I～ 1層 深鉢・胴部 地文縄文LR 複沈線によるパネル状渦巻文 A301 図版25-23

第35図24 I～ 3層 深鉢・胴部 地文縄文LR 複沈線による幾何学文 A302 図版25-24

第35図25 I～ 3層 深鉢・胴部 地文縄文LR 細沈線による渦巻文 垂下する蛇行沈線 A303 図版25-25

第35図26 I～ 1層 深鉢・胴下半
～底部

地文縄文LR 複沈線による渦巻文 底部網代痕 A304 図版25-26

第35図27 I～ 3層 深鉢・胴部 地文縄文LR 複沈線による渦巻文 底部網代痕 A305 図版25-27

第35図28 I～ 1層 深鉢・口縁～

月ΠttБ
小形土器  地文縄文 L 沈線 による文様 区画 A306 図版25-28

第35図29 I～ 1層 浅外・口縁～

月Π言焉
波状 口縁  口縁内部に 3条 1組の貼付隆帝 による渦巻文 A3V 図版25-29

第35図30 I～ 3層 浅鉢・口縁～

胴部
口縁鍔状  貼付隆帝 +沈線 渦巻文 A308 図版25-30

挿図番号 層  位 器   種 石  材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第36図31 ～ 3層 石 匙 珪質頁岩 603 完  形 縦型 K032 図版34-31

第36図32 ～ 3層 石  匙 珪質頁岩 500 290 完  形 縦型 K033 図版34-32

第36図33 ～ 1層 スクレイパー 進質頁岩 469 362 完  形 両側縁 に二次加工 K034 図チ板34-33

第36図 34 I～ 1層 スクレイパー 瑳質頁岩 399 452 105 157 完  形 下辺に二次加工 両側縁に微
細劉離痕

K035 図版34-34

第36図35 I～ 1層 スクレイアヾ― 頁 岩 505 完  形 両側縁に二次加工 下辺に微
細主」離痕

K036 図版34-35

第36図36 I～ 1層 スクレイパー 珪質頁岩 完 形 尖頭状の下端に二次加工・微
細I」離痕

K037 図版34-36

第36図87 I～ 1層 微細剥離痕の
ある剰片

珪質頁岩 290 完 形 下辺に微細工1離痕 K038 図版34-37

第36図38 I～ 1層 スクレイパー 安山岩 262 完  形 平面三脚状、横llf面台形 下
辺に強い扶り、両側縁は緩い
扶り上辺を除き片面二次加工

K039 図版34-38

第36図39 I～ 3層 敲 石 閃緑岩 206 完 形 上下端に敲打痕 下辺に象」離
痕伴う

K080



第19表 15ト レンチ包含層出土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径×器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第37図 1 I層 深鉢・口縁部 小形土器 2条 1組横位貼付隆帯による剣先状渦巻文 駕 ω 図版26-1

第37図 2 I層 深鉢・口縁～

胴部
2条 1組貼付隆帝による横位平行隆帯 渦巻文 用 10 図版26-2

挿図番号 層 位 器  種 石 材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第37図 3 I 層 敲  石 瑳化木 (1434) 2&0 165 上部欠損 棒扶礫素材  下端蔽打部 K081

第20表 17ト レンチ包含層出土遺物観察表

第21表 18ト レンチ包含層出土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径X器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第37図 1 I層 深鉢・口縁部 波状 口縁 内外面・日唇部に渦巻文 A311 図版26-1

第37図 2 I層 深鉢・頸～胴部 地文縄文LR 頸部 :3条横位平行沈線 胴部 :沈繰渦巻文 A312 図版26-2

第37図 3 I層 深鉢・胴部 地文縄文LR 2条 1組縦位貼付隆帯 A313 図版26-3

挿図番号 層 位 器  種 石 材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第37図 1 I層 スクレイパー 遊質買岩 375 72 154 完 形 右側縁により 左側縁の一部
に微細票」離痕

K040 図版88-1

第37図 2 I層 暦  石 安山岩 973 723 825 完 形 両面を使用 K082



第Ⅲ章 第 5次調査

第 5次調査区から発見された遺構は、掘立柱建物跡 1棟 と上坑28基である (第 40図 )。 第 5次調査は第 I章第 3

節「調査の経過」で述べたように、最終的に連続した調査区となったため、 1区・2区を合わせた一つの調査区と

して扱うこととする。また、土坑はSKl～ 35ま で番号を付してあるが、SK3・ 4・ 6～ 9の 6基はSK5周辺
の二次推積土、 S K24は S K23と重複する木根痕であったため欠番とした。

第 1節 掘立柱建物跡

I号掘立柱建物跡 (SBI)(第 38図、図版12)

調査区北側の中央A・ B-5・ 6区に位置し、一部は調査区外へ延びる。SKH。 13と重複するが、新旧関係は

掴みきれなかった。しかし、本遺構を構成する柱穴の一つが位置すると考えられる付近で観察したSKHの土層断
面には、本遺構に伴うような柱穴は確認されなかった。柱穴配置の平面形態は長方形を呈する。規模は長軸約8.4

m、 短軸約3.7mを測る。主軸方位はN-41
°
一Eである。柱穴は Pl～ P6が検出された。

P2-P3間 とP3南西側の柱穴は、 SKH・

13と の切り合い部分である。 P4北東側の柱

穴は削平のため消失したと考えられ、さらに

北東側の本遺構ゴヒ端に該当する柱穴は調査区

外に位置すると考えられる。各柱穴の堆積土

は黄褐色シル ト粒子・ブロックを含む暗褐色

(10YR3/3)で、土坑の堆積土に類似するも

のであった。 P4か ら縄文時代中期の上器小

破片 1点が出上した。本遺構の時期について

は、I層直下が遺構確認面となることに加え、

本遺構の確認が調査後半で土坑との切り合い

関係を意識的に把握できなかったこともあ

り、オ虞重を期し時期不切としておきたい。

出土遺物 (第39図、第22表、図版26)

1は P4か ら出土した縄文時代中期の上器

破片である。
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第 2節 土  坑

I号土坑 (SKl)(第 41図、図版 7)

調査区北東側のA-7・ 8区に位置する。平面形は開口部、坑底とも不整精円形を呈する。壁は崩落により開く

箇所があるが、内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である。規模は開口部約2.3× 1.9m、 坑底約2.2× 1,9m、 深度

約84clllを測る。堆積土から縄文時代中期の土器小破片がわずかに出土している。

出土遺物 (第47図、図版26)

土器は縄文時代中期中葉の大木 8b式が出土している。

2号土坑 (SK2)(第 41図、第23表、図版 7)

調査区北壁中央に近いA-6・ 7区に位置する。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により垂

直をなす箇所があるが、内傾して立ち上がる断面逆台形を呈したフラスコ状土坑である。規模は開口部約1.7× 1.5

m、 坑底約2.1× 1.7m、 深度約80cIIlを測る。堆積土から縄文時代中期の上器小破片がわずかに出土している。

5号土坑 (SK5)(第 41図、図版 7)

調査区北側の南東壁中央、B-7区 に位置する。土坑中央に調査区壁面があたり、その断面形態は上端に徳利状

の括れを持ち、下半が内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である。平面形は開口部が不整楕円形 (確認面での形状

で、土層断面の掘り込み面よりも下位)、 坑底が略円形を呈する。規槙は開口部約1.7× 1.2m、 坑底約1,7m、 深度

1.3mを測る。堆積土から縄文時代中期の上器・石器がわずかに出土している。

出土遺物 (第47図、第24表、図版26)

土器はいずれも縄文時代中期のもので、 1は大木 8b式の口縁部である。

石器はスクレイパー 1点が出土している。

10号土坑 (S K10)(第 41図、図版 7)

調査区北側の南東壁寄り、C-6区 に位置する。平面形は開口部、坑底とも不整円形を呈する。壁はやや開き気

味に立ち上がる土坑である。規模は開口部約 lm、 坑底約85clll、 深度約54clllを測る。堆積土からは角礫とともに縄

文時代中期の上器破片がわずかに出土している。

出土遺物 (第47図、第25表、図版26)

土器はいずれも縄文時代中期のもので、 1は大木 8b式の口縁部である。

11号土坑 (S K11)(第 42図、図版 8)

調査区北側の中央寄り、B-6区 に位置する。 SBlと重複するが、新旧関係は掴みきれなかった。平面形は開

口部、坑底とも略円形を呈する。壁は内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である。規模は開口部約1.9× 1,7m、 坑

底約2,1× 2m、 深度約1.04mを測る。坑底中央には径約35clll(底径約24clll)、 深度約13cIIlを測る小ピットがある。

堆積土から縄文時代中期の上器小破片がわずかに出上している。

出土遺物 (第47図、第26表 )

1は縄文時代中期の大木 8b式である。



12号土坑 (S K12)(第 42図、図版 8)

調査区】ヒ側の中央寄り、 B・ C-5区 に位置する。 SBl・ S K13と 重複するが、SBlと の新旧関係は掴みき

れなかった。 S K13と の重複関係は古→新の順で S K13→本遺構となる。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈す

る。壁は崩落により開く箇所があるが、内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である。規模は開口部約1.8× 1.7rn、

坑底約 2m、 深度約60clllを測る。堆積土からは縄文時代中期の土器小破片 1点が出土したにすぎないが、北東側壁

際の坑底直上からは同時期の大形把手破片が出土している。

出土遺物 (第47図、第27表、図版26)

1は縄文時代中期の大木 8a～ 8b式の大形把手である。

13号土坑 (S K13)(第 42図、図版 8)

調査区北側の中央寄り、BoC-5・ 6区に位置する。S K12と重複し、新旧関係は本遺構 (古)→ S K12(新 )

となる。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により開く箇所もあるが、内傾して立ち上がるフラ

スコ状土坑である。規模は開口部約1.8× 1,7m、 坑底約1.8m、 深度約57clllを測る。出土遺物はない。

14号土坑 (S K14)(第 42図、図版 8)

調査区北側の中央寄り、B-5区 に位置する。S K15と重複し、新旧関係は本遺構 (古)→ S K15(新 )と なる。

平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により垂直になる箇所があるが、内傾して立ち上がるフラス

コ状土坑である。規模は開口部約1.4× 1.3m、 坑底約1.1× 1.2m、 深度約58伽を測る。坑底中央には径約24clll(底

径約1 5clll)、 深度約 8 clllの小ピットがある。出土遺物はない。

15号土坑 (S K15)(第 42図、図版 8)

調査区北側の西寄り、B-4・ 5区に位置する。 S K14と重複し、新旧関係はS K14(古 )→本遺構 (新)と な

る。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により垂直になる箇所があるが、内傾して立ち上がるフ

ラスコ状土坑である。規模は開口部約 2× 1.6m、 坑底約1.7m、 深度約68clllを測る。堆積土から縄文時代中期の土

器小破片がわずかに出土している。

16号土坑 (S K16)(第 43図、図版 8。 9)

調査区北側の北西寄り、A・ B-4・ 5区に位置する。平面形は開口部、坑底とも不整精円形を呈する。壁は崩

落により上半部が開き、垂直になる箇所もあるが、下半は内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である。規模は開口

部約2.8× 2.3m、 坑底約2.7× 2m、 深度約77伽を測る。推積土から縄文時代中期の土器破片がわずかに出土して

いる。

出土遺物 (第47図、第28表、図版26)

1は縄文時代中期の大木 8b式土器である。

17号土坑 (S K17)(第 43図、図版 9)

調査区北壁の西寄、A-5区 に位置する。 S K27と重複し、新旧関係は本遺構 (古)→ S K27(新)となる。平

面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により開くが、下端部に内傾した箇所が残されたフラスコ状土

坑である。規模は開田部約2.5× 2.4m、 坑底約2.1× 2m、 深度約1.2mを 測る。推積土から縄文土器の小破片がわ

ずかに出土している。



18号土坑 (S K18)(第 67図、図版 9)

調査区北側の北西端、A・ B-3・ 4区に位置する。 S K33と 重複し、新旧関係は本遺構 (古)→ S K33(新 )

となる。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により開く箇所があるが、内傾して立ち上がるフラ

スコ状土坑である。規模は開口部約1.9× 1.6m、 坑底約1,9× 1.8m、 深度約66clllを測る。堆積土から縄文土器の小

破片がわずかに出土している。

出土遺物 (第 57図、第29表、図版26)

1・ 2は縄文時代中期の大木 8b式上器である。

19号土坑 (S K19)(第 66図、図版 9)

調査区北側の西壁寄 り、B-3区 に位置する。S K20と重複し、新旧関係はS K20(古 )→本遺構 (新)と なる。

平面形は開口部、坑底とも長精円形を呈する。壁は外傾して立ち上がる土坑である。規模は開口部約1.9× 1.3m、

坑底約1,7× 1.2m、 深度約20clllを測る。坑底の南東側には径約30× 24clll(底面約22× 15clll)、 深度約17cIIlを測る小

ピットがある。出土遺物はない。

20号土坑 (S K20)(第 43図、図版 9)

調査区北側の西壁寄 り、B-3・ 4区に位置する。 S K19と重複し、新旧関係は本遺構 (古)→ S K19(新)と

なる。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により垂直となる箇所があるが、内傾して立ち上がる

フラスコ状土坑である。規模は開口部約1.3× lm、 坑底約1.lm、 深度約53clllを測る。出土遺物はない。

21号土坑 (S K21)(第44図、図版 9)

調査区南側の北寄 り、 C・ D-3区 に位置する。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により上

半が開くが、下半は内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である。規模は開口部約2.9m、 坑底2.6× 2.4m、 深度約

1.2mを測る。坑底の一部に、礫層の一部が露出した箇所が認められた。推積上下層からは、縄文時代中期の大形

の深鉢形土器 1個体分を中心とする大形破片が】ヒ西側にまとまって、また石器も出上している。

出土遺物 (第 48・ 49図、第30表、図版27)

土器はいずれも縄文時代中期の大木 8a～ 8b式で、 1は復元完形土器である (第49図 )。

石器は10点出上した。内訳は敲石 1点 (4)、 凹石 6点 (5～ 10)、 磨石 3点 (11～ 13)である (第 48図 )。

22号土坑 (S K22)(第44図、図版10)

調査区南側の北寄り、D-2・ 3区に位置する。平面形は開口部、坑底とも円形を呈する。壁は崩落により垂直

となるが、内傾して立ち上がる箇所を残すフラスコ状土坑である。規模は開口部約2.1× 2m、 坑底約2.2× 1.9m、

深度約80clllを測る。出土遺物はない。

23号土坑 (S K23)(第45図、図版10)

調査区南側の中央寄 り、D・ E-3区 に位置する。

ち上がる断面逆台形を呈したフラスコ状土坑である。

を測る。出土遺物はない。

平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は内傾して立

規模は開口部約1.6× 1.5m、 坑底約1.8× 1.7m、 深度約64cIIl



25号土坑 (S K25)(第 45図、図版10)

調査区南側の南端寄り、F-2区 に位置する。S K26と重複し、新旧関係はS K26(古 )→本遺構 (新)となる。

平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により開く箇所もあるが、内傾して立ち上がるフラスコ状土

坑である。規模は開口部約1.5m、 坑底約1.4× 1.3m、 深度約43cIIlを測る。坑底は礫層を掘り込んでいる。堆積土

上～中層からは縄文中期の土器の大形破片、石器が出土している。

出土遺物 (第50図、第31表、図版28)

土器は縄文時代中期の大木 8a～ 8b式が出上している。

石器は 5′点出上した。内訳は凹石 2,点 (7・ 8)、 磨石 2′く (9。 10)、 石皿 1′点 (■ )である。

26号土坑 (S K26)(第 45図、図版10)

調査区南側の南端、F-2区 に位置する。 S K25と重複し、新旧関係は本遺構 (古)→ S K25(新 )となる。平

面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は垂直ないしやや開くが、一部に内傾して立ち上がるフラスコ状土坑

である。規模は開口部約1.5m、 坑底約1.3m、 深度約54clllを測る。坑底は礫層を掘り込んでいる。出土遺物はない。

27号土坑 (S K27)(第 43図、図版 9)

調査区北壁の西寄り、A-4・ 5区に位置する。 S K17・ 28と重複し、新旧関係はS K28(古 )→ S K17→本遺

構 (新)と なる。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は内傾して立ち上がる断面逆台形を呈したフラス

コ状土坑である。規模は開口部約1.6m、 坑底約1.9m、 深度約83clllを測る。出土遺物はない。

28号土坑 (S K28)(第 43図、図版 9)

調査区北壁の西寄り、A-4区 に位置する。 S K27・ 29と重複し、新旧関係は本遺構 (古)→ S K27・ 29(新 )

となる。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈すると考えられる。壁は開き気味に立ち上がる。壁の遺存が悪いが、

坑底の形状や規模から、フラスコ状土坑の坑底部分が残存したものと考えられる。規模は推定坑底約2.2m、 深度

約38clllを測る。出土遺物はない。

29号土坑 (S K29)(第 43図、図版 9～ 11)

調査区北壁の北西端寄り、A-4区 に位置する。 S K28と重複し、新旧関係はS K28(古)→本遺構 (新)とな

る。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は崩落により垂直ないし開く箇所があるが、内傾して立ち上が

るフラスコ状土坑である。規模は開口部約1.8× 1.6m、 坑底約1.6× 1.5m、 深度約89ctllを測る。出土遺物はない。

30号土坑 (S K30)(第 45図、図版■)

調査区南側の北寄り、西壁D-2区 に位置する。平面形は開口部、坑底とも不整精円形を呈する。壁は崩落によ

り開く箇所があるが、内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である。規模は開日部約1,7× 1.3m、 坑底約1,7× 1,4m、

深度約65cmを測る。堆積土から縄文時代中期の上器小破片がわずかに出上している。

出土遺物 (第 51図、第32表、図版28)

土器はいずれも縄文時代中期のもので、 1・ 2は大木 8a～ 8b式である。

31号土坑 (S K31)(第 45図、図版11)

調査区南側の南西端、F-1区 に位置する。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は内傾して立ち上が



るフラスコ状土坑である。規模は開口部約1.5m、 坑底約1.5m、 深度約59clllを測る。坑底は礫層を掘り込んでいる。

堆積土下層からは縄文時代中期の深鉢形土器 1個体分の大形破片が、中央よりやや北西側にまとまって出土してい

る。

出土遺物 (第 51図、第33表、図版29)

土器はいずれも縄文時代中期のもので、 1は大木 8b式の復元完形土器である。

32号土坑 (S K32)(第45図、図版11)

調査区北側の南東壁北東、A・ B-8区 に位置する。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁はやや開き

気味に立ち上がる土坑であるが、坑底の形状や規模から本来はフラスコ状土坑であったと推測される。規模は開口

郡約2.1× 1.9m、 坑底約 1.8× 1.7m、 深度約50clllを測る。出土遺物はない。

33号土坑 (S K33)(第44図、図版12)

調査区北側の北西端、A-3・ 4区に位置する。 S K18と重複し、新旧関係はS K18(古 )→本遺構 (新)とな

る。平面形は開口部、坑底とも不整楕円形を呈する。壁は垂直ないし開き気味に立ち上がる土坑であるが、坑底の

形状や規模から本来はフラスコ状土坑であったと推測される。規模は推定開口部約 2× 1.5m、 推定坑底約 1.6×

1.4m、 深度約45clllを測る。出土遺物はない。

34号土坑 (S K34)(第46図、図版12)

調査区北側の中央南壁、C-5区 に位置する。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈すると考えられる。壁は内

傾して立ち上がるフラスコ状土坑である。規模は開口部約1.8m、 坑底約1.7m、 深度約57clllを測る。出土遺物はな

ヤヽ。

35号土坑 (S K35)(第46図、図版12)

調査区北側の北西寄 り、A・ B-4区 に位置する。平面形は開口部、坑底とも略円形を呈する。壁は開き気味に

立ち上がる土坑である。坑底の形状や規模から、フラスコ状土坑の坑底部分が残存したものと考えられる。規模は

開口部約 2× 1.8m、 坑底約1.8× 1.7m、 深度約22cIIlを測る。出土遺物はない。
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土坑土層説明

1号土坑 (SKl)土 層説明
1層 褐色 (10Y馳/4)締まりあり、粘性ややあり。
2層  にぶい黄褐色 (10YR5/4)締 まりあり、粘性ややあり。
3層  にぶい黄褐色 (10YR4//3)締 まりあり、粘性弱い。
4層 褐色 (10Y馳/4)締まり・粘性あり。
5層 褐色 (10YIむ/6)締まり・粘性あり。責褐色 (10YR5/8)の 小ブロック
を含む。

褐色 (10YR4/4)締 まりあり、粘性弱い。
褐色 (10YR4/4)締 まり・粘性あり。責褐色 (10YR5/6)の ブロックを
少量含む。

褐色 (10YR4//4)締 まりあり、粘性なし。

褐色 (10YR4/4)締 まり・粘性あり。黄褐色 (10YR5/6)の ブロックを
含む。

10層 黄褐色 (10YR5/6)締 まり弱く、粘性ややあり。
11層 褐色 (10YIむ/4)締まり弱く、粘性あり。
12層 褐色砂質 (10YR74)締 まり弱く、粘性あり。責褐色 (10YR5/6)の ブ
ロックを含む。

13層 黄褐色砂礫 (10YR5/6)締 まりなく、粘性弱い。
14層 にぶい責褐色砂質 (10YIむ /3)締 まり弱く、粘性ややあり。
15層 褐色砂質 (10YR4/4)締 まり弱く、粘性あり。

2号土坑 (SK2)土 層説明
1層 暗褐色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性弱い。
2層 褐色 (10Y馳/6)締まりあり、粘性弱い。
3層 褐色 (10YIむ/6)2層に類似するが責褐色 (10YR5/6)の ブロックを多
量に含む。

4層  にぶい責褐色 (10YR4/3)締 まり,粘性あり。明黄褐色 (10YR6/6)の
ブロックを含む。

5層 にぶい責褐色 (10YR4/3)4層 に類似するが明責褐色 (10YR6/6)の ブ
ロックは少ない。

6層 褐色シルト (10YIむ /4)締まりなし、粘性ややあり。
7層 黄褐色シルト (10YR5/6)締 まりあり、粘性ややあり。
8層 責褐色 (10Y郎/8)締まり・粘性あり。明黄褐色 (10YR6/6)の プロッ
クを少量含む。

5号土坑 (SK5)土層説明
1層 暗褐色 (10YR3/4)締 まりややあり、粘性弱い。
2層 暗褐色 (10YR3/4)1層 に類似するが締まりやや増し、ややシルト質で
ある。

3層 褐色 (10YR4/4)締 まりあり、粘性ややあり。

(第 41～ 46図 )

4層 褐色シルト (10YR4/6)締 まりあり、粘性なし。
5層 褐色 (10Y馳/6)4層に類似するが黄褐色のプロックを含む。
6層 黄褐色砂質シルト (loYR5/6)締 まり,粘性弱い。
7層 褐色砂質 (10YR4/6)締 まり,粘性なし。
8層 褐色砂質 (10YR4/6)7層 に類似するが黄褐色 (10YR5/8)の 粘質土ブ
ロックを含む。

9層 褐色 (10YR74)締 まり,粘性弱い。暗褐色 (10YR3/3)の ブロックを
含む。

10層  褐色 (10YR4/6)締まりあり、粘性ややあり。黄褐色 (10Y郎/6)の プ
ロックを多量に含む。

■層

12層

13層

14層

15層

16層

褐色 (10YR4/4)締まりあり、粘性ややあり。暗褐色 (10YR3/4)、 黄褐
色 (10YR5/6)の プロックを含む。
褐色 (10YR4/6)締まり,粘性弱い。
責褐色 (10YR5/8)締まりあり、粘性ややあり。
褐色 (10YR4/6)締まり・粘性弱い。暗褐色のブロック少量含む。
褐色 (10YR4ん)14層 に類似するが、暗褐色のブロックを含まない。
褐色 (loYRγ4)締まり弱く、粘性あり。黄褐色 (10YR5/8)の ブロッ
クを多量に含む。

10号土坑 (S K10)土 層説明
1層 暗褐色 (10YR3/4)締まり・粘性あり。責褐色 (10YR5/6)の ブロック
を微量含む。

2層 暗褐色 (10YR3/4)1層 に類似するが黄褐色 (10YRy6)の ブロックを
やや多く含む。

3層 にぶい黄褐色シルト (loYR4/3)締 まりややあり、粘性弱い。
4層 責褐色砂質 (10YR5/6)締 まり,粘性弱い。
5層 褐色 (10YR4た)締 まりあり、粘性ややあり。黄褐色 (10YR5/6)の プ
ロックを含む。

6層 褐色 (10YR4/6)締まり・粘性あり。責褐色 (10YR5/8)の ブロックを
少量含む。

7層  にぶい責褐色 (10YR4/3)締 まりあり、粘性強い。

11号土坑 (S Kll)上 眉説明
1層 褐色 (10YR74)締 まりややあり、粘性強い。径3HEの橙色スコリアを
微量含む。

2層 褐色シルト (loYR4/4)締 まりなし、粘性ややあり。褐色 (10YR4/6)
のプロックを含む。

3層 褐色シルト (10Y馳/6)締まり弱く、粘性なし。
4層 黄褐色シルト (loYR5/6)締 まり弱く、粘性ややあり。
5層 褐色シルト (10YR76)締 まり,粘性弱い。明責褐色 (10YR6/6)の ブ



ロックを微量含む。                             クを含み、部分的にラミナ状を呈す。
6層 褐色 (10YR4々 )締まりなし、粘性ややあり。              8層  褐色砂質シルト (10YR76)締 まり。粘性弱い。
7層 褐色砂質シルト (10YR4/6)締 まり,粘性なし。部分的に粘土質を含む。  9層  暗褐色粘質 (10YR3れ)締 まり・粘性強い。褐色 (10YI弘 /4)のプロッ
8層 褐色 (10YR4/4)粘 性あるが、締まり弱く、粘性あり。黄褐色 (10YR      クを少量合む。
5/6)の プロックを含む。                       Ю層 褐色 (10YR4/4)締 まり弱く、粘性ややあり。黄褐色 (10YR5/6)の ブ

9層 褐色砂質 (10YR4/6)締 まり。粘性弱い。                   ロックを少量含む。
10層  暗褐色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性ややあり。
11層  褐色 (10YR76)締 まり,粘性ややあり。責褐色のブロックを微量含む。   16号 土坑 (S K16)上層説明
12層  褐色 (10YM/6)締まりややあり、粘性あり。明黄褐色の粘質ブロック  1層  暗褐色 (10YR3/3)締 まり・粘性あり。黄褐色 (10Y時/6)のブロック
をやや多く含む。                              を含む。

13層  褐色 (10YR4/4)締 まり弱く、粘性あり。責褐色 (10YR5/6)の プロッ  2層  褐色シルト (10YR4/6)プロック。締まり弱く、粘性ややあり。暗褐色
クを少量含む。                              (loY R3/3)の ブロックを少量含む。

14層  黄褐色粘質 (10YR5/6)締 まり・粘性強い。               3層  黄褐色シルト (10YR5/6)締まり。粘性弱い。
15層  暗褐色 (10YR3/4)締 まり弱く、粘性あり。               4層  褐色砂質 (10YR4た )締まり・粘性弱い。暗褐色 (10YR3ん )、 責褐色
16層  褐色 (10YR76)締まりややあり、粘性あり。責褐色 (10YR5/6)の ブ     (10YR5/6)を やや多く含む。
ロックを少量含む。                          5層  褐色砂質 (10YR4た )締まり,粘性弱い。暗褐色 (10YR3/3)の ブロッ

クを少量含む。
12号土坑 (S K12)土層説明                       6層  黄褐色砂質 (10YR5/6)締 まり,粘性なし。
1層  暗褐色 (10YR3/4)締 まり・粘性ややあり。褐色 (10YR4/6)の ブロッ  7層  褐色砂質 (10YR74)締 まり弱く、粘性あり。暗褐色 (10YR3/4)の ブ
クを含む。                                 ロックを少量含む。

2層 褐色シルト (10Y馳/4)締 まり・粘性ややあり。             8層  黄褐色シルト (loYR5/6)締まりやや弱く、粘性あり。
3層 褐色シルト (10YIb/6)締 まりあり、粘性弱い。黄褐色 (10YR5/6)の   9層  責褐色砂質 (10YR5/6)締まり,粘性なし。部分的に粘土質のブロック
ブロックを含む。                              を含む。

4層 褐色シルト (10YR4麗 )締 まり弱く、粘性あり。             10層  暗褐色 (10YR3/4)締 まり・粘性あり。
5層 暗褐色 (10YR3/4)締 まり。粘性あり。褐色 (10YR4/6)の ブロックを  ■層 黄褐色シルト (10YR5/8)締まり。粘性弱い。
少量含む。                              12層  責褐色 (10YR5/6)締 まり。粘性あり。

6層 褐色シルト (10YRク 4)締まり。粘性弱い。黄褐色 (10YR5/6)の ブロ  13層  にぶい黄褐色砂質 (10YR5/6) 締まり弱く、粘性あり。
ックを少量含む。                           14層  責褐色 (10YR5/6)締 まり,粘性あり。

7層 暗褐色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性やや強い。やや砂質の黄褐色 (10  15層 責褐色 (loYR5/6)締 まり弱く、粘性あり。
YR5/6)の プロックを多量に含む。

8層 暗褐色シルト (10YR3/4)締 まりややあり、粘性弱い。褐色 (10YR4//4)  17号土坑 (S K17)土層説明
のブロックを少量含む。                        1層  暗褐色 (10YR3々 )締まりあり、粘性ややあり。

9層 責褐色砂質 (10YR5/6)ブ ロック。締まりなく、粘性弱い。        2層  褐色 (10YR4/4)締 まり・粘性あり。
10層  暗褐色粘質 (10YR3/4)締 まり・粘性あり。               3層  褐色 (10YR4/4)3層 に類似するが締まり,粘性弱い。
■層 褐色シルト (10YR76)締 まり,粘性弱い。               4層  褐色シルト (10YR4/6)締まり・粘性弱い。褐色 (10YR4た )、 黄褐色
12層  褐色 (10YR4た )締まりなく、粘性ややあり。暗褐色 (10YR3/4)の ブ     (10YR5/6)の ブロックを含む。
ロックを微量含む。                          5層  褐色シルト (10YR4/4)締まり,粘性弱い。黄褐色 (10YR5/6)を 微量

13層 褐色粘質 (10Y馳/4)締 まり,粘性強い。                   含む。
14層  褐色 (10YR4ん )締まり。粘性あり。黄褐色 (10YR5/6)のブロックを  6層  暗褐色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性強い。褐色 (10YR4た )、 責褐色
少量含む。                                (loYR5/6)の ブロックを含む。

15層 褐色 (10YR4/6)締 まりなく、粘性強い。暗褐色 10Y路/4)、 褐色 (10  7層  褐色砂質 (10YR4//4)締 まり。粘性弱い。
YR4/4)の ブロックを多量に含む。                   8層  褐色 (10YR4/4)7層 に類似するが暗褐色 (10YR3/4)を ラミナ状に含

む。
13号土坑 (S K13)土層説明                       9層  責褐色砂質 (10YR5/8)締まり・粘性なし。
1層 褐色 (10YR4/6)締 まりややあり、粘性弱い。              lo層  黄褐色 (10YR5/6)9層 に類似するが色調暗く、粘性増す。
2層 黄褐色シルト (10YR5/6)締 まり・粘性にあり。褐色 (10YR76)のブ
ロックを含む。                             18号 土坑 (S K18)・ 33号土坑 (S K33)上層説明

3層 褐色 (10YR76)ブロック。締まり,粘性弱い             ①層 暗褐色 (10YR3/4)S K33の 堆積± 4・ 5層に対比される土層。
4層 褐色 (10YR4/4)締 まり弱く、粘性ややあり。黄褐色 (10YR5/6)の ブ  1層  暗褐色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性ややあり。
ロックを少量含む。                          2層  暗褐色 (10YR3/3)締 まりあり、粘性やや強い。酸化鉄のブロック、明

5層 黄褐色 (10YR5/6)締 まり,粘性あり。                    責褐色 (loYR6/6)の ブロックを含む。
6層 褐色シルト (10YR4/6)締 まり・粘性あり。               3層  褐色 (10YR4//6)締 まり・粘性やや弱い。
7層 褐色 (10YR4/6)締 まり弱く、粘性ややあり。              4層  黄褐色 (10YR5/8)締 まりややあり、粘性なし。ラミナ状に黒褐色 (10
8層 黄褐色シルト (10YR5/6)締 まりあり、粘性ややあり。             YR3/2)を 部分的に合む。
9層 黄褐色 (10YR5/8)締 まりややあり、粘性弱い。褐色 (10YR4/6)の ブ  5層  にぶい責褐色 (10YR4/3)締まり・粘性やや強い。掲色 (10YIむ/6)の
ロックを少量含む。                             ブロックを含む。

10層 褐色 (10Y馳 /6)締まり・粘性弱い。責褐色 (10YR5/8)のブロックを  6層  褐色 (10YR4//6)締 まりややあり、粘性なし。
少量含む。                              7層  褐色 (loYR4/4)締 まり・粘性やや強い。明黄褐色 (10YR6//6)の ブロ

11層 責褐色シルト (10YR5/6)締 まり・粘性弱い。褐色 (10Y馳/6)のブロッ     ックを含む。
クを含む。                             8層  褐色 (10YR4//4)締 まりあり、粘性強い。酸化鉄を含む。

12層 黄褐色シルト (10YR5/8)締 まり・粘性あり。              9層  にぶい責褐色砂質 (10YR4/3) 締まり。粘性弱い。
13層 褐色 (10YR74)締まり弱く、粘性あり。                10層  にぶい黄褐色 (10YR4ん)締 まり'粘性強い。酸化鉄認められる。
14層 黄褐色砂質 (10YR5/8)締 まり弱く、粘性あり。             ■層 褐色砂質 (10YR4麗)締まり。粘性弱い。

12層  黒褐色粘質 (10YR3/2)締まり・粘性強い。明黄褐色 (10YR6/6)の ブ
14号土坑 (S K14)土層説明                          ロックを少量含む。
1層 褐色 (10YR76)締まり・粘性ややあり。                13層  黄褐色シルト (10YR76)締 まりは弱く、粘性強い。
2層 褐色砂質シルト (10YR4/6)締 まり。粘性なし。部分的に粘土質を合む。
3層 褐色 (10YR74)締まりあり、粘性ややあり。               19号 土坑 (S K19)土層説明
4層 褐色砂質シルト (10YR4/6)締 まり・粘性なし。             1層  掲色 (10YR4/6)締 まり・粘性あり。責褐色 (10YR5/6)の プロックを
5層  暗褐色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性ややあり。                含む。
6層  責褐色砂質シルト (10YR5/6)締 まり弱く、粘性ややあり。        2層  暗褐色 (10YR3/3)締 まりあり、粘性ややあり。
7層 褐色砂質シルト (10YRケ4)締 まり'粘性なし。黄褐色 (10YR5/6)の   3層  褐色シルト (10YR4/4)締まり・粘性弱い。黄褐色のプロックをやや多
ブロックを含む。                             く含む。

8層 暗褐色 (10YR3/4)締 まり,粘性強い。                 4層  黒褐色粘質 (10YR2/3)締まり・粘性強い。

15号土坑 (S K15)土層説明                        20号 上坑 (S K20)土層説明
1層 褐色 (10YR4/4)締 まりあり、粘性ややあり。責褐色 (10YR5/8)の ブ  1層  にぶい責褐色 (10YR4/3)締まり,粘性あり。炭化物粒子、責褐色 (10
ロックを少量含む。                             YR5/6)の ブロックを含む。

2層 にぶい責褐 (10YR4/3)締 まり'粘性やや強い。             2層  褐色 (10Y馳/4)締 まり。粘性ややあり。黄褐色 (10YRν6)の ブロッ
3層 責褐色 (ЮYR5/6)締 まり。粘性あり。                    クを多量に含む。
4層 暗褐色 (10YR3/4)締 まりやや弱く、粘性あり。褐色 (10YR4/4)、 黄  3層  にぶい責褐色 (10YR4/3)締まり弱く、粘性ややあり。責褐色のブロッ
褐色 (10YR5/8)の ブロックをやや多く含む。                 クを少量含む。

5層 責褐色シルト (10YR5/6)締 まり。粘性やや弱い。            4層  にぶい黄褐色 (10YR4/3)3層 に類似するが、締まりさらに弱く、色調
6層 褐色シルト (10YR4た )締まり弱く、粘性ややあり。責褐色 (10YR5/8)    暗い。
のブロックを多量に含む。                       5層  にぶい責褐色シルト (10YR5/4) 締まり弱く、粘性あり。

7層 黄褐色砂質 (10YR5/6)締 まり,粘性弱い。暗褐色 (10YR3/4)の ブロッ  6層  黒褐色 (10YR2/3)締 まりあり、粘性強い。



7層 褐色砂質 (10Y馳/4)プロック。締まり・粘性弱い。           15層  褐色 (10YR4/6)
8層 暗褐色粘質 (10YR3/3)締 まり,粘性強い。 16層 黒褐色 (10YR2た

締まり。粘性ともにややあり。

3)締まり・粘性あり。褐色 (10YR4/4)の ブロックを
含む。

21号土坑 (S K21)土層説明 17層 褐色 (10YR76)
1層 暗褐色 (10YR3/3)締 まり。粘性あり。責褐色 (10YR5/8)の ブロック  18層  にぶい褐色 (10Y締

まり弱く、粘性やや強い。

を含む。                                          
馳 /3)締まりあり、粘性強い、炭化物粒子を微量含む。

19層 褐色 (10YR74)
2層 黒褐色 (10YR2/2)締 まりあり、粘性ややあり。黄褐色 (10Y郎 /8)を   20層 褐色砂質 (10Y降

締まりあり、粘性やや強い。

ラミナ状に含む。 21層 褐色砂質 QOY髭
/6)締 まり弱く、粘性あり。

3層 黄褐色シルト (10YR5//8)締 まり・粘性弱い。 228黄 褐色砂質 QO話
か 締まり弱こ 粘陛ややあ鳴

4層 暗褐色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性ややあり。黄褐色 (10YR5/8)を   23層  黄褐色 (10YR5斑
R5/6)締 まり・粘性弱い。

単位の大きいラミナで合む。 必層 黄褐色 QOYRy8締
まり・粘性ややあ鳴

5層 褐色 (10YR4/6)締 まり弱く、粘性ややあり。
6層 黄褐色シルト (10YR5/6)締 まり弱く、粘性や             25層

 責褐色シルト (lI)締
まり・粘性ややあり。

ЭYR5/8)締まり弱く、粘性あり。
やあり。          26層  褐色 (10YR4/6)

7層 暗褐色 (10YR3/3)締 まり。粘性あり。責褐色                        
締まり弱く、粘性ややあり。

(10YR5/8)の ブロック

を含む。
8層 褐色 (10YR4麗 )締まり,粘性やや強い。責褐              23号

土坑 (S K23)土 層説明
色 (10YR5/8)、  明黄褐   1層  褐色 (10YR4/4)

色 (10YR6/8)の ブロックを含む。
9層 黄褐色シルト (10YR5/6)締 まりあり、粘性や             2層

 責褐色 QOYR5/C締
まり。粘性強い。黄褐色のブロックを少量含む。

ゆ締まり・粘性あり。黄褐色 QOYR5/6)の ブロックを
やあり。黒褐色 (10YR     少量含む。

3/2)の ブロックを含む。 3層 褐色 (10YR4/6) 締まり・粘性あり。
10層  にぶい黄褐色 (10YR4/3)締 まりあり、粘性ややあり。黒褐色 (10YR   4層  黄褐色砂質シルト (10YR5/6) 締まりあり、粘性弱い。
5/8)の ブロックを多量に含む。

■層 暗褐色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性強い。責             5層
 褐色 (10YR4/6) 締まり。粘性あり。責褐色 (10YR5/6)の ブロックを

褐色 (10YR5/8)の プロ     微量含む。
ックを多量に含む。 6層 黄褐色シルト (10Y郎/6)締 まり・粘性弱い。 暗褐色 (10YR3/4)、 褐

12層  暗褐色 (10YR3/3)粘 性強いが、 締まりあり、粘性強い。黄褐色 (10     色 (10YR4/6)の ブロックを含む。
YR5/8)の ブロックをやや多く含む。

13層 褐色 (10YR4/4)締 まり・粘性あり。黒褐色 1             7層
 褐色 (10YR76) 締まり・粘性あり。黄褐色 (10YR5/6)の ブロックを

住OYR/2)、 責褐色 (10     やや多く含む。
YR5/8)の ブロックを多量に含む。

14層  黄褐色 (10Y馳/6)ブロック。締まり弱く、粘              8層
 褐色 (10YRワ6) 締まりあり、粘性強く。責褐色 (10YR5/6)の ブロッ

15層 黒褐色 (10YR2/3)ブ ロック。締まりあり、粘1性
あり。             クを少量含む。

性強い。褐色 (10YR4/6) 9層  褐色 (10YR4/4)
のプロックを少量含む。 10層 責褐色シルト (〕

締まり 粘性強い。黄褐色のブロックを含む。

お層 にぶい黄褐色 QOYR70ブ ロック。締まり。粘陛やや強い。褐色 QO ID e褐 色粘質 QOYR!YRν
O締 まりややあ欠 粘性弱い。

YR4ん)のブロックを少量含む。 12層 褐色シルト Q晟髯
° 粘性、締まり。粘性やや強い。

17層 黄褐色シルト QOYR5/0ブロック。締まり弱く、粘性あり。      ブロックを少量抵

R4/0締まり弱く、粘性あり。黄褐色 QOYR5/① の

18層 褐色 (10YR4/4)締 まり弱く、粘性あり。 138黄褐色シルト温
む。

19層 暗褐色シルト (10YR3/3)締 まり弱く、粘性あり。黄褐色 (10YR5/6)、   14層 褐色土シルト (1∫
YR5/6)締まり弱く、粘性あり。

黒褐色 (10YR2/3)の ブロックを含む。 のブロックを少督

YR70締 まり・粘性やや弱い。黄褐色 QOYRy0

20層  褐色 (10YIむ /4)締まり弱く、粘性やや強い。                       
≧含む。

黄褐色 (10YRy6)のブ
ロックを多量に含む。

21層  褐色 (10Y馳/4)締まり・粘性ややあり。責裡              25号
土坑 (S K25)土 層説明

1色 (10YR5/6)、 黒褐色   1層  褐色 (10YR4/6)
(10YR2/3)を 含む。 2層 暗褐色 (10YR3/〔

黄褐色ブロック主体層。天丼崩落土。

22層 褐色シルト (10YR4/0締 まり弱く、粘性あり。黄褐色 ⊂OYR5/め の  3層  暗褐色 QOY路/然
締まり・粘性あり。炭化物粒子を少量含む。

ブロックを少量含む。

23層 責褐色砂質シルト (10Y酪/6)締 まりなし、粘            4層
 暗褐色 (10YR3/:)締

まりあり。黄褐色ブロックを多量に含む。

3)締 まりあり。
性弱い。          5層  褐色 (10YR4//4) 締まりあり。黄褐色ブロック多量、炭化物粒子を微量

24層  暗褐色 (10YR3/3)締 まりあり、粘性やや強い。黄褐色 (10YR5/6)の      含む。
プロックを少量含む。 6層 暗褐色 (10YR3々)締 まりあり。炭化物粒子を微量含む。

25層  褐色土 (10YR4/6)締 まり・粘性弱い。黄褐色 (10YR5/6)の ブロック  7層  にぶい責褐色 (10YR4/3)締 まり・粘性あり。黄褐色ブロック少量、炭
を含む。 化物粒子を微量含む。

26層  黄褐色シルト (10YR5/6)締 まり弱く、粘性ややあり。          8層  黒褐色 (10YR2/3)締まりあり。炭化物粒子を少量含む。
27層  褐色シルト (10Y馳 /6)締まり,粘性弱い。
28層  黒褐色 (10YR3/2)締 まり弱く、粘性あり。褐色 (10YR76)を ラミナ   26号土坑 (S K26)土 層説明
状に少量含む。 1層  暗褐色 (10YR3/3)締まりあり、粘性弱い。

29層  褐色 (10YR4/6)締 まり ,粘性弱い。明黄褐色 (10YR7/6)、 黒褐色 (10  2層  暗褐色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性弱い。責褐色ブロックを少量含む。
YR3定 )責褐色 (10Y“/6)のブロックを含む。             3層  暗褐色 (10YR3/3)締まりあり、粘性弱い。黄褐色ブロック少量、炭化

30層  暗褐色 (10YR3/4)ブ ロック。締まり,粘性ややあり。黄褐色 (10YR     物粒子を微量合t
5/6)、 黒褐色 (10YR2/3)の ブロックを含む。                       '°4層 褐色 (10YR4/4)

31層  責褐色 (10YR5/8)締 まり・粘性弱い。                             
締まりあり、粘性弱い。責褐色粒子を多量に含む。

5層  暗褐色 (10YR3/4)締 まりやや弱く、粘性弱い。黄褐色粒子を少量含む。
32層  暗褐色 (10YR3/4)締 まり弱く、粘性あり。褐色 (10YR74)のプロッ  6層  にぶい黄褐色 (10YR73)締 まりあり、粘性弱い。黄褐色ブロック少量
クをやや多く含む。 含む。

33層  責褐色 (10YR5/8)締 まり・粘性弱い。 7層  暗褐色 (10YR3/3)締まりあり、粘性なし。責褐色粒微量含む。
34層  明責褐色シルト (10YR6/8)締 まり。粘性あり。責褐色 QOYR5/8)の   8層  褐色 (10YR4麗 )
プロックを含む。 9層 にぶい黄褐色 (J締

まりあり、粘性なし。責褐色ブロックを多量に合む。

9YR4/3)締 まりあり、粘性弱い。黄褐色粒子を多量に
含む。

22号土坑 (S K22)土層説明 10層  にぶい黄褐色 (10YR4/3)9層 に類似するが黄褐色ブロックを多量に合
1層 暗掲色 (10YR3/4)締 まりあり、粘性ややあり。明黄褐色土ブロックを     む。
ラミナ状に多量含む。 11層  暗褐色 (10YR3/3)締まり・粘性あり。責褐色ブロック微量含む。

2層 にぶい黄褐色砂質 (10YR6/6)締 まりややり、粘性弱い。炭化物 粒子
を微量に含む。

3層 褐色 (10YR4/4)締 まりあり、粘性ややあり。兼              27号
土坑 (S K27)土 層説明

議色 (10YR4/6)の ブロッ  1層  暗褐色 (10YR3/4)締まり,粘性あり。
クを多量に含む。

4層 褐色 (10YIむ /4)締まり,粘性あり。責褐色 (             2層
 褐色 (10YR4れ )

10YR5/6)のブロックを     (10YR5/6)のブi粘
性ややあり、締まりあり、粘性ややあり。黄褐色

含む。                                           
コツクを微量含む。

5層 黄褐色 (10YR5/6)締 まり。粘性あり。褐色 (             3層
 褐色 (10YR74)

10YR76)の ブロックを  4層  褐色シルト (10Y2層
に類似するが締まり。粘性強くなる。

多量に合む。 5層 黄褐働 質 QO¥R7つ
締まり'粘性ややあ嵯

R5/6)締 まり・粘性強くなる。
6層 褐色 (10YR74)締 まり。粘性ややあり。黄褐色 (10YRy6)のブロッ
クを含む。

7層 責褐色 (10Y郎/8)締まり・粘性あり。褐色 (              28号
土坑 (S K23)土 層説明

8層 にぶい黄褐色 (10Y馳 /3) 締まり弱く、粘性
10YR4/6)を含む。     1層  暗褐色 (10YR3/4)締まり。粘性あり。
あり。           2層  暗褐色 (10YR3/3)1層 に類似するが色調明るく、 責褐色 (10YR5/6)

9層 褐色 (10YR4/4)締 まり弱く、粘性あり。褐色 (10YR4/6)の ブロック     のブロックを少量含む。
を少量含む。 3層 責褐色 (10YR5/8)締まり'粘性強い。暗褐色 (10YR3/4)の ブロック

10層 褐色 (10YR4//4)締 まり弱く、粘性あり。 を多量に含む。

11層  責褐色 (10YR5/6)ブ ロック。締まり 粘性あり。
12層 褐色 (10YR4た)締まり弱く、粘性ややあり。責褐色 (10YR5/6)の ブ  29号 土坑 (S K29)土 層説明
ロックを含む。

13層 褐色 (10YR4/6)締 まり,粘性ややあり。部分1             1層
 黒褐色 (10YR2潟)締 まり・粘性あり。

148褐 色 QOY馳か 締まり・粘性あ嵯 責褐色 8軸
Jび 認められる。 2層 褐色 QOYR70締 まり・粘性にやや強い。暗褐色 QOY踏か のブロ

,OYR5/6)の ブロックを      ックを含む。
少量含む。 3層 暗褐色 (10YR3れ)締 まり・粘性ややあり。



4層 暗褐色 (10YR3/4)3層 に類似するが粘性やや増し、黄褐 (10YR5/6)   32号土坑 (S K32)土層説明
のブロックを少量含む。                        1層  褐色 (10YR4/6)締 まり・粘性あり。

5層  暗褐色 (10YR3//4)4層 に類似するが責褐色 (10YR5/6)の プロックを  2層  褐色 (10YR4/6)1層 に類似するが締まり増す。
多量に含む。                             3層  責褐色 (10YR5/6)締 まりあり、粘性ややあり。

6層 責褐色 (10YRFJ/6)締 まり。粘性やや強い。暗褐色 (10YR3/4)、 褐色
(10YR4/6)のブロックを多量に含む。                  33号 土坑 (S K33)上層説明

7層 暗褐色 (10Y路 /3)4層 に類似するが色調暗く、黄褐色 (10YR5/6)の   1層  褐色 (10YR4/6)締 まり・粘性あり。
ブロックが減る。                           2層  褐色 (10YR4ん )1層に類似するが責褐色 (10YR5/6)の ブロックを含

8層 褐色 (10YR4/6)締まり・粘性やや強い。暗褐色 (10YR3/4)の ブロッ     む。
クを多量に含む。                           3層  褐色 (10YR4/4)締 まり弱く、粘性ややあり。黄褐色 (10YR5/6)の ブ

9層 褐色 (10YR4/4)締まり・粘性やや強い。                   ロックを多量に含む。
10層  暗褐色 (10YR3/3)締まり・粘性あり。                 4層  暗褐色 (10YR3/3)締 まりやや弱く、粘性あり。黄褐色 (10YR5/6)の
■層 責褐色 (10YR5/6)締まりあり、粘性弱い。                  プロックを微量含む。
12層  責褐色 (10YR5/6)11層 に類似するが明黄褐色 (10YR6/6)の ブロック  5層  暗褐色 10YR3/4)4層 に類似するが色調明るく、黄褐色 COYR5/6)の
を少量含む。                               ブロックが増加する。

13層  責褐色シルト (10YR5/8)締 まりややあり、粘性弱い。褐色 (loYR4/6)
のブロックを微量含む。                         34号 土坑 (S K34)土層説明

14層 褐色シル ト (10YR4/4)締 まり・粘性弱い。               1層  褐色 (10YR4/4)締 まりあり、粘性弱い。黄褐色粒子・小ブロックを少
15層 褐色 (10YR4/6)14層 に類似するが色調やや暗い。               量含む。
16層  暗褐色 (10YR3/3)締まりあり、粘性ややあり。褐色 (10YR4/6)の ブ  2層  褐色 (10YR4/6)締 まりあり、粘性弱い。黄褐色シルトプロック主体。
ロックを多量に含む。                            壁崩落土。

3層 褐色 (10YR4/4)締 まりあり、粘性弱い。責褐色シルトブロックを多量
30号土坑 (S K30)土 層説明                          に含む。
1層 暗褐色 (10YR3/4)締まりあり、粘性ややあり。褐色 (10YR4/6)、 黄   4層  褐色 (10YR4/6)締 まりあり、粘性弱い。責褐色シルトブロックを多量
褐色 (10YR5/6)のプロックを少量含む。                   に含む。壁崩落土。

2層 にぶい責褐色 (lllYIむ/3)締まりあり、粘性ややあり。黄褐色 (10YR   5層  褐色 QOYR4/4)粘 性弱く、締まりあり。責褐色粒・小プロッ クを多量
5/6)の小ブロックを少量含む。                       に含む。

3層  褐色 QOYR74)締まり弱く、粘性あり。黄褐色 QOYR5/6)、 褐色 Q0  6層  褐色 (10YR4/4)締 まりあり、粘性弱い。責褐色粒・小ブロックを少量
YR4/6)プロックをやや多く含む。                       含む。

4層 褐色 QOYR4/6)3層 に類似するが責褐色 QOYR5/6)、 褐色 &oYR4/6)  7層 褐色 (10YR4/4)6層 に類似した責褐色粒・小ブロックを少量含む。
のプロックを多量に含む。                       8層  暗褐色 (10YR3/4)締 まり弱い。黄褐色粒・小ブロックを少量含む。

5層 責褐色 (10YR5/6)締まり・粘性あり。暗褐色 (10YR3/4)、 褐色 (10   9層  褐色 (10YR4/4)締 まりあり、粘性弱い。責褐色シルトブロックを多量
YR4/6)のブロックを含む。                         に含む。天丼崩落土か。

6層 褐色 (10YR4/6)締まり弱く、粘性あり。黄褐色 (10Y郎/8)のブロッ  10層 褐色 (10YR4/4)締 まり'粘性あり。責褐色粒・小ブロックを少量含む。
クを含む。

7層 褐色 (10YR4/6)6層 に類似するが黄褐色上のプロックを多量に含む。
8層 黄褐色 (10YRν6)締まり・粘性あり。                  35号 土抗 (S K35)土層説明
9層 暗褐色粘質 (10Y路/3)締まりあり、粘性強い。             1層  褐色 (loYR4/4)締 まり・粘性なし。責褐色シルトプロック 粒子を多
10層 責褐色シルト (10YR5/8)締 まり。粘性ややあり。褐色 (10YR4/6)の      量に含む。
ブロックを含む。

31号土坑 (S K31)土 層説明
1層 暗褐色 (10YR3/3)締まり・粘性あり。褐色 (10YR4/4)の ブロックを
含む。

2層  責褐色 (10YR5/6)締まりあり、粘性弱い。褐色 (loYR4/6)の プロッ
クを微量含む。

3層 褐色 (10YR4/6)締まり弱く、粘性ややあり。
4層 褐色 (10YR4/6)3層に類似するが暗褐色 (10YR3/4)の プロックを含
む。

5層 褐色 (10YR4/41締まり。粘性あり。暗褐色 (10YR3/3)の プロックを
少量含む。
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第47図  1・ 5。 10～ 12・ 16・ 18号土坑 (SKl・ 5'10～ 12・ 16・ 18)出土遺物
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第51図 30。 31号土坑 (S K 30。 31)出 土遺物
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第 3節 包含層出土遺物

包合層からは少量の上器・石器が出土した。そのほとんどは調査区東側に設定した深掘り区周辺の工層からの出

上である (第52図、第34表、図版29・ 35)。

土 器 縄文時代前期後半の上器と考えられる1以外は、縄文時代中期の大木 8b式を中心とする土器で、一部
に9。 10式 (10)がある。

石 器 包合層からは 5点の石器が出上し、内訳はスクレイパー 2点 (H。 12)、 凹石 3点 (13～ 15)である。

0                    10cm

包含層

(1～ 10・ 13～ 15-1/3、 11・ 12-3/2)

ら
0                   5cm

第52図 包含層出土遺物



第 5次調査出土遺物観察表

第22表  1号掘立柱建物跡 (SBl)ピ ット4出土遺物観察表
器

器

土

石

挿図番号 層 位 器形 部位 日径X器高×底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第39図 1 中 層 深鉢 ・胴部 地文縄文LR A314 図版26-1

第23表  1号土坑 (SKl)出 土遺物観察表
挿図香号 層 位 器形・部位 日径X器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第47図 1 中 層 深鉢・胴部 地文縄文LR 横位平行沈線 A315 図版26-1

第24表  5号土坑 (SK5)出 土遺物観察表
挿図番号 層 位 器形 '部位 日径X器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第47図 1 上  層 深鉢・口縁部 地文縄文RL 2条 1組貼付隆帯による渦巻 A316 図版 26-ユ

第T図 2 上  層 深鉢 胴部 地文撚糸RL A317 図版26-2

挿図番号 層 位 器  種 石  材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第守図 3 上～中層 スクレイパー 珪質頁岩 325 272 完 形 下端に二次加工 K041 図版34-3

第25表 10号土坑 (S K10)出 土遺物観察表

挿図呑号 層  位 器形・部位 日径×器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第守図 1 上 層 深鉢・口縁部 地文縄文RL 2条 1組貼付隆帯十沈線の橋状把手 把手上部に孔あり A318 図版26-1
第47図 2 上  層 深鉢・胴部 地文縄文RL A319 図版26-2

第47図 3 上  層 深鉢・胴部 地文縄文 RL 複数の沈線垂下 磨消縄文 A320 図版26-3

第26表 11号土坑 (S Kll)出 土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径X器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第47図 1 上  層 深鉢・胴部 地文縄文LR 3条 1組沈線垂下 A321 図版26-1

第27表 12号土坑 (S K12)出 土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径×器高×底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第47図 1 坑底直上 深鉢・ 口縁部 顔面状の立体的中空把手 破片形状を調整 P A322 図版26-1

第28表  16号土坑 (S K16)出 土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径X器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第47図 1 上  層 深鉢・胴部 地文縄文RL 貼付隆帯 +沈線 剣先文 剥落 A323 図版26-1

第29表  18号土坑 (S K18)出 土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径×器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第T図 1 深鉢 ・胴部 2条 1組貝占付隆帯 曲線文 A324 図版26-1

第47図 2 深鉢・胴部 地文縄文LR 3条 1組沈線垂下 A325 図版26-2

第30表 21号土坑 (S K21)出 土遺物観察表

挿図番号 層  位 器形・部位 日径 ×器高 X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第49図 1 下  層 深鉢・胴下部
欠損

370× (560)× 口縁部 :貼付隆帯 +沈線 横位渦巻橋状把手 頚部 :把手から連続す
る貼付隆帯 クランク文 胴都 :地文縄文LR 3条 1組貼付隆帯に
よるパネル状区画文・渦巻文 1条貼付隆帯の小渦巻文

A326 図版27-1

第49図 2 中  層 深鉢・底部 ―×44Xl■ 0 地文縄文RL 底面網代痕 内面横位調整痕・底面内面同心円状調整痕 A327 図版27-2
第49図 3 下  層 深鉢・底部 ×70X(137) 地文縄文不明 3条 1組の縦位貼付隆帯 A328 図版27-3

挿図番号 層  位 器  種 石 材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第48図 4 下  層 敲 石 閃緑岩 1091 225 275 完  形 左側縁に氣」離痕 K083

第48図 5 下 層 凹 石 閑緑岩 809 575 完 形 正面中央に弱い敲打痕 K084

第48図 6 下  層 凹 石 閃緑岩 981 完  形 正面中央に弱い散打痕 K085

第48図 7 下 層 凹  石 閃緑岩 1058 959 完  形 両面中央に弱い蔽打痕 K086

第48図 8 下  層 凹 石 礫  岩 908 完  形 両面中央に敲打による窪み
両面とも2カ所

K087 図版34-8

第48図 9 下  層 凹 石 多子し質安山岩 745 544 425 完 形 両面中央に敲打による窪み K088 図版34-9

第48図 10 下  層 凹 石 閃緑岩 3&0 完  形 両面中央に敲打による窪み
両面とも複数の窪みが連結

K089 図版34-10

第48図■ 下  層 磨 石 閃緑岩 678 592 420 175 完  形 両面を使用 K090 図版34-■

第48図 12 下  層 磨 石 閃緑岩 673 649 250 完  形 両面 を使用 K091 図版34-12

第48図 13 下 層 磨  石 閃緑岩 688 470 完  形 両面を使用 K092 図版34-13



第31表 25号土坑 (S K25)出 土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径X器高X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第50図 1 中 層 深鉢・胴下都
欠損

232× (130)X 地文縄文RL 口縁部 :2条 1組貼付隆帯による三角形区画文 区画
内中央に縦位の 2条 1組貼付隆帯 交点上位に 1条の射付隆帯を持つ
突起・交点下位に小突起それぞれ 4単位 頭部 :上下端に 3条 1組横
位沈線 その下位に 1条の波状沈線 胴部 :2条 1組沈線曲線文
1条蛇行沈線垂下

A329 図版28-1

第50図 2 中 層 深外・胴部下半 ―×(146)× 87 地文縄文RL 3条 1組沈線渦巻文・曲線文・縦位 2条 1組曲線文・
垂下 1条縦位蛇行沈線

A330 図赫鬱8-2

第50図 3 中  層 深鉢・胴部下半 ×(114)X lG4 地文縄文RL 3条 1組沈線渦巻文・垂下 底面網代痕 A331 図版28-3
第50図 4 中 層 深鉢・口縁部 地文縄文LR 上面に貼付隆帯渦巻文を持つ突起 3条 1組 のクラン

ク文 口縁部文様上下に横位沈線区画
A332 図版28-4

第50図 5 中 層 深鉢・口縁部 口縁部上端に2条の横位刺突文 以下 3条 1組射付隆帝+沈線クラン
ク文・曲線文 地文縄文不明 劉落

A333 図版28-5

第50図 6 中  層 深鉢・胴部 地文縄文LR 3条 1組の沈線洞巻文 3～ 4条 1組沈線のパネル状区画 畑 34 図版28-6
挿図番号 層 位 器  種 石 材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第50図 7 中 層 凹 石 閃緑岩 1110 1038 41つ 620 完 形 両面に敲打による窪み 両面
とも2カ所連結 左側縁の一
部に敲打痕

K093 図b裕5-7

第50図 8 中 層 凹 石 閃緑岩 10&1 823 492 615 完  形 両面に敲打による窪み 両面
とも2カ所連結

K094 図版35-8

第50図 9 中  層 磨  石 閃緑岩 9110 9α4 ■ 0 完  形 両面を使用 Kl195 図版35-9
第50図 10 中 層 磨 石 閃緑岩 1650 13&2 562 2095 完  形 両面を使用 扁平な比較大形

礫素材 小形扁平石皿類似
K∞6 図版35-10

第50図H 中 層 石  皿 閃緑岩 (1317) (1434) (6名9) 1570 破 片 大形扁平石皿 K097 図版35-H

第32表 30号土坑 (S K30)出 土遺物観察表

挿図番号 層 位 器形・部位 日径X器高×底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録香号 写真図版

第51図 1 上 層 深鉢・口縁部 太沈線による渦巻文把手 A385 図,挽路―ユ

第51図 2 下  層 深鉢 ,胴部 横位貼付隆帯上に粗い刻み目十沈線 太沈線による横位三角文 A336 図版28-2
第51図 3 下  層 深鉢・胴部 地文縄文RL l条 の沈線による曲線文 A337 図版28-3

第33表 31号土坑 (S K31)出 土遺物観察表

挿図番号 層  位 器形・都位 日径X器高×底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第51図 1 下  層 深鉢・胴下部
久損

230X338× 地文縄文RL 口縁上位に 1条の横位貼付隆帯 S宇状突起・小突起
各 2単位

A338 図版29-1

第51図 2 下 層 浅鉢・底部 ―×70× 1■0 やや上げ底 A339 図版29-2

第34表 包含層出土遺物観察表
挿図番号 層  位 器形・郡位 日径 X器高 X底径 文 様 ・ 地 文 の 特 徴 登録番号 写真図版

第磁図 1 Ⅱ 層 深鉢 。日縁部 推定半載竹管による2条 1組の細沈線 口縁部上端に横位平行・以下
菱形文

A340 図版29-1

第52図 2 Ⅱ 層 深鉢・口縁部 口縁上位に横位貼付太隆帯 以下太沈線による矢羽根状文 A341 図版29-2
第52図 3 I 層 深鉢・口縁部 太隆帯十太沈線渦巻文 太隆帯楕円区画文 A342 図版29-3
第52図 4 I 層 深鉢・口縁郡 屈折した口縁上端に幅狭口縁部文様 太沈線による横位渦巻文 孔を

持つ突起
A343 図版29-4

第52図 5 I 層 深鉢・口縁部 屈折した口縁部上端に検位沈線による渦巻文突起 A3超 図版29-5
第52図 6 Ⅱ 層 深鉢 ,口縁部 屈折した日縁上端に幅狭口縁部文様 太沈線による横位渦巻文突起 A345 図版

"-6第52図 7 Ⅱ 層 深鉢・胴部 地文縄文LR 2条 1組の貼付隆帯渦巻文 A346 図版29-7
第52図 8 Ⅱ 層 深鉢・胴部 地文縄文LR? 1条 の貼付隆帯+沈線による平行・曲線文 磨消縄文 用 47 図版29-8
第52図 9 Ⅱ 層 深鉢・胴部 地文縄文LR l条 の貼付隆市垂下 A348 図版29-9
第52図 10 Ⅱ 層 浅鉢・胴部 剥落により地文縄文不明 3条 1組沈線の曲線文 A349 図版29-10

挿図番号 層  位 器  種 石  材 長 幅 厚 重 量 遺存度 特 徴 登録番号 写真図版

第52図 11 Ⅱ 層 スクレイパー 瑳質頁岩 639 459 373 ほぼ完形 右側縁中央部に緩い扶り K9乾 図版35-■

第52図 12 Ⅱ 層 スクレイパー 珪質頁岩 (440) 242 上部欠損 左側縁下位に緩い袂り K043 図版35-12

第52図 13 I 層 凹 石 礫  岩 1125 965 582 完 形 両面中央に散打による窪み
正面には散在した敲打痕あり
痕裏面は弱い窪み

K098 図版35-13

第52図 14 I層 凹 石 閑緑岩 (1052) 835 440 550 ほぼ完形 両面中央に蔽打による窪み
両面とも2カ所

K099 図版B5-14

第52図 15 Ⅱ 層 凹 石 閃緑岩 845 完 形 両面中央に敲打による窪み K100 図bB5-15



第Ⅳ章 ま と め

今回の調査は、都市計画街路富沢山田線建設に先立つ調査として実施した。

確認調査は、建設予定地内約7,000rの全域に10× 3mの確認調査区20ヵ 所、600rを設定し、遺構の確認を行っ

たものであった。遺構・遺物包合層の有無を確認することに目的があったため、予定地内における上野遺跡のおよ

その輪郭を掴むことはできたが、将来行われる本調査に委ねる部分が多いことは報告したとおりである。

第 5次調査は、確認調査の結果を受け、建設予定地内の東端域410rを調査したものであり、上野遺跡南東端の

台地縁辺域における様相の一端が把握された。いずれも限られた条件・範囲内での調査ではあったが、今回の建設

予定地内に縄文時代中期中葉～後葉の連続する集落跡が展開することが判明した。古くから注目されてきた上野遺

跡について、過去の調査資料とともに、今後行われる上野遺跡の調査・研究に活用が期待される新たな資料を提示

することができたと考えている。

本章では、確認調査と第 5次調査に分け、それぞれの調査成果及び問題点について述べてまとめにかえるものと

する。

第 1節 確 認 調 査

遺構密度は 6・ 7ト レンチが最も高く、 トレンチ全体が遺構堆積土となる状況が認められた。住居跡は 6・ 7・

10ト レンチから検出でき、出土遺物も多い。2～ 4・ 10・ 11・ 14～22ト レンチからは、土坑状プランが確認できた。

2・ 19～ 22ト レンチでは、これらがフラスコ状土坑となることを確認した。19～ 22ト レンチは確認調査後に本調査

を行った区域である。

出土した縄文土器は、縄文時代中期の大木 7b～ 9。 10式の連続する土器型式となっている。それはこれまでに

行われた調査報告と一致するが、 トレンチによって若千の時期差を見出すことができる。大木 8b式は建設予定地

内の全域から出土しており、本遺跡の主体時期を示す。大木 8a式以前はHト レンチ以東を中心として、西端域に

近い 2ト レンチに認められる。12・ 13ト レンチにおいて大木 7b式が出土しており、この区域が建設予定地内の中

では最も古い段階に属す。一方、大木 9・ 10式は 2～ 12ト レンチから出土し、大木 8a式以前の空白域に集中する。

こうしたことから、今回調査した建設予定地内における縄文時代中期集落跡の遺構分布には、時期的変遷を伴う消

長関係の存在が想定される。

出土土器から見た建設予定地内における古→新の変遷は、東側主体→全域→西側主体という連続的な分布推移が

認められる。これは必ずしも遺構年代を示したものではないが、建設予定地内における上野遺跡の時期・変遷の一

端を窺わせるものと考えられる。 7ト レンチの南東へ約150mの地点付近にあたる1976年 (第 1次)調査区からは

住居跡 8軒が発見され、出土した土器は大木 8b～ 10式 とされている (結城 1989、 主浜 1995)。 これは今回の調査

において認められた時期別の分布推移と整合するものと考えられる。

遺跡全体の石器組成は、凹石・磨石が圧倒的に多く、磨石との組み合わせが考えられる石皿も一定量出上してい

る。凹石・磨石に次いで、石匙や二次加工・微細象J離痕のある象1片を含むスクレイパー類が非常に多く見られる。

それに対し、石斧類は打製石斧が 1点出土したのみで、石鏃に至っては検出されなかった。こうした石器組成の偏

りは今回の調査が遺構確認調査であったことに起因する可能性もあるため、スクレ/パー類、凹石・磨石類の卓越

傾向を指摘するにとどめておきたい。

なお、 5。 10・ 12・ 13ト レンチからは 9世紀以降の赤焼土器・ロクロ土師器の完形品・破片、 7ト レンチからは



須恵器破片が少量出上している。各トレンチで観察された土層堆積の状態から、古代の遺物包含層が残されている

可能性は低いと考えられるが、希薄ながらも当該期遺構の存在を考慮する必要もある。

第 2節 第 5次調査

第 5次調査で検出した遺構は、掘立柱建物跡 1棟 と土坑28基である。これらの遺構分布は調査区ゴヒ西部分に集中

し、土坑の分布はその中でも北側に密度が高く、南側ほど散漫に分布している。土坑群はフラスコ状土坑を主体と

するもので、底面付近が残存すると考えられるものを含めると26基ある。坑底に小ビットを持つフラスコ状土坑は

2基見られたが、溝を持つものは認められなかった。また、堆積土中よりまとまった土器が出上したものは 3基あ

り (S K21・ 25・ 31)、 底面直上から 1′くの大形把手が出土したものが 1基ある (S K21)。 これらの上坑の時期は

出土遺物から縄文時代中期中葉に位置づけが考えられる。

掘立柱建物跡は一部で土坑との切り合いが見られたものの、その密集域に隣接した比較的希薄な土坑分布域に位

置する。しかし、その年代的位置づけは保留した。

検出した土坑28基中、フラスコ状土坑は22基 (SKl・ 2・ 5・ 11～ 18・ 20～ 23・ 25～ 27・ 29～ 31・ 34)、 フラ

スコ状土坑の残存と考えられる浅い土坑は 4基 (S K28・ 32・ 33・ 35)、 それ以外の上坑は 2基 (S K10。 19)で

ある。土坑は調査区北側に多く、フラスコ状を呈さない土坑はすべて調査区北側に分布している。調査区耳ヒ西端は

特に上坑が集中する区域で、最も著しい重複は 4基 (S K17・ 27～ 29)lヵ 所で、その周辺に 2基の重複土坑が 4

ヵ所 (S K12・ 13、 14・ 15、 18・ 33、 19・ 20)見 られる。南側は 7基のフラスコ状土坑が散漫に分布し、 2基の重

複が lヵ 所 (S K25・ 26)認められるにすぎず、全体的に見ても重複は多い状態ではない。

フラスコ状土坑には大・中・小の規模差があり、大形のものは 3基 と少ない (SKl・ 16・ 21)。 その分布は散

漫で、 lヵ所に集中する傾向は認められない。フラスコ状土坑の坑底は平坦で、その中央に小ビットを持つものは

S Kll・ 14の 2基がある。 S K14は S K15と重複し、坑底に小ビットを持たない S K15よ りも新しい。小ビットは

フラスコ状を呈さないS K19に も認められる。フラスコ状土坑の堆積土は壁の崩落 。流入によると推測できる堆積

状態が観察され、有機質を合んだ薄い黒褐色シルト質粘上が坑底のほか堆積土中・上層に認められるものもあった。

開口部は不整形のものや坑底とあまり変わらない規模のものがある。こうしたことは本来の掘り込み面よりも下位

での遺構確認となることのほか、堆積上の堆積状態や断面形態のあり方を考慮すれば、壁の崩落に伴う開日部の変

形が推測される。中でも調査区壁面において断面観察できたSK5は、壁の崩落のない断面形態を残すものと考え

られた。

S K21・ 25・ 31か らは、復元可能な深鉢形の大形土器破片がまとまって出土した。いずれも坑底より浮いた位置

からの出上で、埋没過程にある土坑内に一括廃棄されたものと考えられ、 S K21・ 31はその初期段階で行われてい

る。 S K21か らは胴部上半以上が接合・復元された大形の深鉢形土器が出土し、胴下部破片を欠落する状態であっ

た。逆にS K25か らは胴下部のみの接合・復元された深鉢形土器が出土している。 S K12の壁寄りからは、大形把

手部の破片が坑底直上から出土した。他に少量の上器破片が出土した土坑もあるが、いずれも混在遺物 と考えられ

る。これらの土器は縄文時代中期の大木 8a・ 8b式で、前後の型式を合まない。包含層出土遺物も大木 8a・ 8

b式主体だが、遺物量は少ない。

石器が出上した土坑は、SK5・ 21・ 25である。 SK5は埋没中に混入したものと考えられるが、 S K21・ 25は

多量の大形土器破片とともに凹石・磨石の完形品、石皿の破片が出土している。本調査区となった22ト レンチと包

含層出土石器を含めても出土総点数は23点 と少なく、その内訳も凹石・磨石17点、スクレイパー類 3点、石皿 1点、

崇↓片 2点 となる。



今次 (第 5次)調査での遺構分布のあり方は、22基のフラスコ状土坑が発見されている近隣の第 4次調査 (結城

1989)と一致するものであり、住居跡群の周辺域にフラスコ状土坑が分布する様相の一端を示すものと考えられる。

一方、今回の調査区よりも狭い調査面積 (1004r)であつた第 4次調査の出土遺物量は多く、石器組成も―多様であ

ったのに対し、今次本調査区から出上した遺物は量が少なく、石器組成を検討するまでにはいたらなかった。
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遺跡近景 (6ト レンチから西を望む)
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第 5次調査区全景 (西から)

第 5次調査区北側遺構集中部 (西から)
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29号土坑 (S K29)土 層断面 (南から) 30号土坑 (S K30)全 景 (南東から)
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32号土坑 (S K32)全 景 (北西から)

32号土坑 (S K32)土 層断面 (北西から)



図 版 12

33号土坑 (S K33)北 側全景 (南東から) 34号土坑 (S K34)全 景 (北西から)
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6ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土土器
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7ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土土器
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7ト レンチ 2号住居跡 (S12)出 土土器
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7ト レンチ包含層出土土製品 (2)

10ト レンチ 1号住居跡 (S11)出 土土器 (1)
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13ト レンチ 1号溝状プラン (SXl)出 土土器 (3)
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13ト レンチ 1号溝状プラン (SXl)出 土土器 (4)
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13ト レンチ包含層出土土器 (2)



図 版 26
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21号土坑 (S K21)出 土土器
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25号土坑 (S K25)出 土土器
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31号土坑 (S K31)出 土土器
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4ト レンチ包含層出土石器
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13ト レンチ 1号溝状プラン (SXl)出 土石器
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13ト レンチ包含層出土石器
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